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平成２６年度能美市当初予算の概要



１.はじめに

　能美市においては、平成27年2月に市制施行10周年を迎えるほか、平成26年度末には
北陸新幹線金沢開業と大きく飛躍を図る節目の年となります。持続可能な財政運営を目
指しながらも、人口5万人の達成、さらなる住みよさを図っていくことが求められています。

そこで、平成26年度能美市予算は、
・北陸新幹線金沢開業に向け、能美市の魅力向上に努める
・市民の「安全・安心」をより確固たるものとする
・次世代につながる財政基盤の強化を図る
を基本方針として予算を編成しました。

▼財政基盤

・コンビニ収納等環境整備

・類似公共施設の統廃合

・公共施設の民営化

▼安全・安心

・災害緊急時備蓄品整備

・防災センター建設

・公共施設の耐震補強

▼合併10周年記念

・記念式典

・記念イベント

・記念誌発行

・記念切手制作

▼魅力向上

・能美市検定

・アートde元気プロジェクト

・能美市推奨品

・インバウンド観光

・観光大使登録

平成26年度能美市予算のイメージ

1



２.会計別予算額

（単位：千円、％）

25年度

当初（骨栺） 6月（肉付け） 計 増減額 増減率

23,960,000 22,080,000 1,861,000 23,941,000 19,000 0.1

9,394,900 9,141,600 150 9,141,750 253,150 2.8

4,870,000 4,766,000 0 4,766,000 104,000 2.2

460,000 455,000 150 455,150 4,850 1.1

保険事業 3,880,300 3,816,300 0 3,816,300 64,000 1.7

サービス 13,100 11,300 0 11,300 1,800 15.9

8,600 8,900 0 8,900 △ 300 △ 3.4

162,900 84,100 0 84,100 78,800 93.7

8,284,307 7,513,600 36,890 7,550,490 733,817 9.7

収益 743,000 701,600 0 701,600 41,400 5.9

資本 508,400 542,200 11,590 553,790 △ 45,390 △ 8.2

収益 358,900 329,600 0 329,600 29,300 8.9

資本 129,000 327,500 0 327,500 △ 198,500 △ 60.6

収益 1,700,300 1,443,400 0 1,443,400 256,900 17.8

資本 1,283,700 1,234,900 25,300 1,260,200 23,500 1.9

収益 2,687,600 2,462,400 0 2,462,400 225,200 9.1

資本 873,407 472,000 0 472,000 401,407 85.0

41,639,207 38,735,200 1,898,040 40,633,240 1,005,967 2.5

区　　　　　　分

  企業会計

26年度
比　　　　較

  一般会計

  特別会計

 国民健康保険特別会計

  水道事業会計

  工業用水道事業会計

  公共下水道事業会計

  市立病院事業会計

合　　　　　　計

 後期高齢者医療特別会計

 介護保険特別会計

 農業集落排水事業特別会計

 温泉事業特別会計
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３.当初予算額の推移

（単位：千円）

区　分 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

一般会計 20,813,000 21,418,000 22,580,000 23,941,000 23,960,000

特別会計 10,380,700 8,714,900 9,191,100 9,141,750 9,394,900

企業会計 4,338,777 6,704,060 7,109,500 7,550,490 8,284,307

合　　計 35,532,477 36,836,960 38,880,600 40,633,240 41,639,207

＊公共下水道事業は、23年度から地方公営企業法を適用し、企業会計方式へ移行しています。

＊25年度は当初予算が骨栺予算であったため、本栺予算となる6月補正後の予算額としています。

20,813,000 21,418,000 22,580,000 23,941,000 23,960,000

10,380,700 8,714,900
9,191,100

9,141,750 9,394,900

4,338,777 6,704,060
7,109,500

7,550,490 8,284,307

0

5,000,000

10,000,000

15,000,000

20,000,000

25,000,000

30,000,000

35,000,000

40,000,000

45,000,000

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

企業会計

特別会計

一般会計

35,532,477 36,836,960 38,880,600 40,633,240 41,639,207
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４.一般会計予算額

（１）歳入 （単位：千円、％）

予算額 構成比 予算額 構成比 増減額 増減率

1 市税 7,882,000 32.9 7,576,700 31.6 305,300 4.0

2 地方譲与税 173,000 0.7 200,000 0.8 △ 27,000 △ 13.5

3 利子割交付金 16,000 0.1 20,000 0.1 △ 4,000 △ 20.0

4 配当割交付金 11,000 0.0 6,000 0.0 5,000 83.3

5 株式等譲渡所得割交付金 3,000 0.0 3,000 0.0 0 0.0

6 地方消費税交付金 500,000 2.1 400,000 1.7 100,000 25.0

7 ゴルフ場利用税交付金 32,000 0.1 32,000 0.1 0 0.0

8 自動車取得税交付金 40,000 0.2 50,000 0.2 △ 10,000 △ 20.0

9 地方特例交付金 35,000 0.1 38,000 0.2 △ 3,000 △ 7.9

10 地方交付税 4,650,000 19.4 4,510,000 18.8 140,000 3.1

11 交通安全対策特別交付金 5,500 0.0 6,000 0.0 △ 500 △ 8.3

12 分担金及び負担金 605,728 2.5 632,174 2.6 △ 26,446 △ 4.2

13 使用料及び手数料 237,369 1.0 346,407 1.4 △ 109,038 △ 31.5

14 国庫支出金 3,188,644 13.3 2,700,198 11.3 488,446 18.1

15 県支出金 885,711 3.7 949,197 4.0 △ 63,486 △ 6.7

16 財産収入 74,777 0.3 20,017 0.1 54,760 273.6

17 寄附金 11,367 0.0 18,715 0.1 △ 7,348 △ 39.3

18 繰入金 958,138 4.0 1,101,080 4.6 △ 142,942 △ 13.0

19 繰越金 50,000 0.2 50,772 0.2 △ 772 △ 1.5

20 諸収入 302,766 1.3 489,240 2.0 △ 186,474 △ 38.1

21 市債 4,298,000 17.9 4,791,500 20.0 △ 493,500 △ 10.3

23,960,000 100.0 23,941,000 100.0 19,000 0.1

＊表示単位未満を端数処理しているため、構成比が一致しないことがあります。

＊25年度は当初予算が骨格予算であったため、本格予算となる6月補正後の予算額としています。

（単位：千円、％）

予算額 構成比 予算額 構成比 増減額 増減率

10,122,145 42.2 10,235,105 42.8 △ 112,960 △ 1.1

13,837,855 57.8 13,705,895 57.2 131,960 1.0

23,960,000 100.0 23,941,000 100.0 19,000 0.1

◆自主財源　・・・　市が自主的に調達できる収入

市税、分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、寄附金、繰入金、繰越金、諸収入

◆依存財源　・・・　国や県を通じて一定の基準や割り当てにより配分される収入

地方譲与税、各種交付金、地方交付税、国庫支出金、県支出金、市債

比　　　　較

合　　　　　　計

比　　　　較

合　　　　　　計

依  存  財  源

自  主  財  源

区　　　　　　分
26年度 25年度

区　　　　　　分
26年度 25年度
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（２）歳出（目的別） （単位：千円、％）

予算額 構成比 予算額 構成比 増減額 増減率

1 議会費 227,461 0.9 220,808 0.9 6,653 3.0

2 総務費 1,817,768 7.6 2,088,656 8.7 △ 270,888 △ 13.0

3 民生費 10,434,398 43.5 9,036,930 37.7 1,397,468 15.5

4 衛生費 1,471,406 6.1 1,423,566 5.9 47,840 3.4

5 労働費 13,719 0.1 17,595 0.1 △ 3,876 △ 22.0

6 農林水産業費 290,513 1.2 287,896 1.2 2,617 0.9

7 商工費 565,621 2.4 938,496 3.9 △ 372,875 △ 39.7

8 土木費 2,706,686 11.3 3,300,772 13.8 △ 594,086 △ 18.0

9 消防費 675,696 2.8 692,022 2.9 △ 16,326 △ 2.4

10 教育費 2,247,171 9.4 2,051,028 8.6 196,143 9.6

11 災害復旧費 250 0.0 250 0.0 0 0.0

12 公債費 3,389,402 14.1 3,563,532 14.9 △ 174,130 △ 4.9

13 諸支出金 99,909 0.4 311,449 1.3 △ 211,540 △ 67.9

14 予備費 20,000 0.1 8,000 0.0 12,000 150.0

23,960,000 100.0 23,941,000 100.0 19,000 0.1

＊表示単位未満を端数処理しているため、構成比が一致しないことがあります。

＊25年度は当初予算が骨格予算であったため、本格予算となる6月補正後の予算額としています。

区　　　　　　分

26年度 25年度 比　　　　較

合　　　　　　計
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（３）歳出（性質別） （単位：千円、％）

予算額 構成比 予算額 構成比 増減額 増減率

義務的経費 9,550,831 39.9 9,675,175 40.4 △ 124,344 △ 1.3

1 人件費 2,965,788 12.4 2,956,298 12.3 9,490 0.3

2 扶助費 3,195,641 13.3 3,155,345 13.2 40,296 1.3

3 公債費 3,389,402 14.1 3,563,532 14.9 △ 174,130 △ 4.9

投資的経費 6,013,601 25.1 5,876,034 24.5 137,567 2.3

4 普通建設事業費 6,013,601 25.1 5,876,034 24.5 137,567 2.3

5 災害復旧事業費 0 0.0 0 0.0 0

6 失業対策事業費 0 0.0 0 0.0 0

その他の経費 8,395,568 35.0 8,389,791 35.0 5,777 0.1

7 物件費 3,168,064 13.2 3,137,182 13.1 30,882 1.0

8 維持補修費 183,323 0.8 165,147 0.7 18,176 11.0

9 補助費等 3,821,885 16.0 3,603,789 15.1 218,096 6.1

10 積立金 31,293 0.1 22,099 0.1 9,194 41.6

11 投資及び出資金 500 0.0 500 0.0 0 0.0

12 貸付金 74,420 0.3 387,635 1.6 △ 313,215 △ 80.8

13 繰出金 1,096,083 4.6 1,065,439 4.5 30,644 2.9

14 予備費 20,000 0.1 8,000 0.0 12,000 150.0

23,960,000 100.0 23,941,000 100.0 19,000 0.1

＊表示単位未満を端数処理しているため、構成比が一致しないことがあります。

＊25年度は当初予算が骨格予算であったため、本格予算となる6月補正後の予算額としています。

区　　　　分
比　　　　較

合　　　　　　計

26年度 25年度
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（４）歳出（マトリクス） （単位：千円、％）

基本計画 施策区分 予算額 構成比 議会事務局 総務部 市民生活部 健康福祉部 産業建設部 教育委員会

1.魅力づくりの推進 170,625 0.71 0 3,600 113,753 0 53,272 0

第1章 2.能美ブランドの創出 383 0.00 0 0 383 0 0 0

3.能美市の情報発信・ＰＲ 5,105 0.02 0 0 5,105 0 0 0

4.国際交流の推進 19,750 0.08 0 5,350 0 0 0 14,400

5.大学との連携 2,800 0.01 0 0 2,800 0 0 0

計 198,663 0.83 0 8,950 122,041 0 53,272 14,400

1.歴史・文化・伝統の継承 41,052 0.17 0 0 0 0 0 41,052

第2章 2.自然環境の保全と活用 549,088 2.29 0 0 548,586 0 200 302

3.里山の保全と活用 4,761 0.02 0 0 4,011 0 750 0

4.水環境の保全と活用 21,585 0.09 0 0 0 0 21,585 0

5.循環型社会の形成 113,410 0.47 0 0 113,410 0 0 0

6.良好な景観の形成 20,027 0.08 0 1,419 0 0 18,608 0

計 749,923 3.13 0 1,419 666,007 0 41,143 41,354

1.居住環境の充実 99,788 0.42 0 0 4,320 0 95,468 0

第3章 2.適正な土地利用の推進 290,114 1.21 0 23,425 70 0 266,619 0

3.道路の整備 1,132,631 4.73 0 0 0 0 1,132,631 0

4.公共交通の充実 274,267 1.14 0 0 102,867 0 171,400 0

5.水道の整備 0 0.00 0 0 0 0 0 0

6.下水道の整備 918,200 3.83 0 0 0 0 918,200 0

7.浸水・排水対策の推進 23,074 0.10 0 0 0 0 23,074 0

8.防犯・交通安全の充実 45,909 0.19 0 0 45,909 0 0 0

9.消防・防災体制の強化 679,301 2.84 0 679,301 0 0 0 0

計 3,463,284 14.45 0 702,726 153,166 0 2,607,392 0

1.保健・医療・福祉の連携 711,649 2.97 0 0 0 711,649 0 0

第4章 2.高齢者福祉の充実 195,216 0.81 0 0 0 195,216 0 0

3.障害者福祉の充実 713,583 2.98 0 0 0 713,583 0 0

4.児童福祉の充実 4,669,097 19.49 0 0 0 4,669,097 0 0

5.健康づくりの推進 85,535 0.36 0 0 0 85,535 0 0

6.社会保障の充実 1,833,600 7.65 0 0 0 1,833,600 0 0

7.バリアフリーの推進 8,540 0.04 0 0 0 8,540 0 0

8.地域福祉の充実 1,148,962 4.80 0 1,279 1,211 1,146,472 0 0

計 9,366,182 39.09 0 1,279 1,211 9,363,692 0 0

1.農業の振興 85,299 0.36 0 0 0 0 85,299 0

第5章 2.林業の振興 22,858 0.10 0 0 0 0 22,858 0

3.商業の振興 29,357 0.12 0 0 0 0 29,357 0

4.工業の振興 148,010 0.62 0 10 0 0 148,000 0

5.観光の振興 127,573 0.53 350 0 118,243 0 8,980 0

6.起業支援・産学官連携の推進 2,781 0.01 0 0 0 0 2,781 0

7.九谷焼の振興 88,228 0.37 0 0 2,000 0 86,228 0

8.労働環境の向上・支援 9,383 0.04 0 0 0 0 9,383 0

9.消貹生活の向上 1,519 0.01 0 0 1,519 0 0 0

計 515,008 2.15 350 10 121,762 0 392,886 0

1.学校教育の充実 966,291 4.03 0 0 0 0 0 966,291

第6章 2.青尐年の健全育成 22,876 0.10 0 0 0 0 0 22,876

3.生涯学習の推進 110,974 0.46 0 0 0 0 0 110,974

4.芸術・文化の振興 155,065 0.65 0 0 0 0 0 155,065

5.生涯スポーツの推進 354,419 1.48 0 0 0 0 0 354,419

計 1,609,625 6.72 0 0 0 0 0 1,609,625

1.効率的な行政運営 200,525 0.84 17,391 133,480 5,370 0 44,284 0

第7章 2.健全な財政運営 195,293 0.82 0 181,004 0 0 0 14,289

3.行政サービスの向上 62,173 0.26 0 45,946 13,427 0 2,800 0

4.情報社会・ユビキタス社会への対応 154,174 0.64 1,570 2,925 148,856 0 0 823

計 612,165 2.55 18,961 363,355 167,653 0 47,084 15,112

1.協働型まちづくりの推進 6,522 0.03 0 0 6,522 0 0 0

第8章 2.地域コミュニティ活動の支援 42,615 0.18 0 26,700 0 0 0 15,915

市民が主役の自立型まちづくり 3.甴女共同参画社会づくりの推進 2,745 0.01 0 0 2,745 0 0 0

計 51,882 0.22 0 26,700 9,267 0 0 15,915

16,566,732 69.14 19,311 1,104,439 1,241,107 9,363,692 3,141,777 1,696,406

その他 7,393,268 30.86 208,150 4,180,182 301,698 1,841,996 303,722 557,520

23,960,000 100.00 227,461 5,284,621 1,542,805 11,205,688 3,445,499 2,253,926

＊マトリクス予算とは、これまでの科目別・部局別に編成している予算を、総合計画の施策体系（縦軸）と部局（横軸）に表したものです。

　 総合行政として機能するよう施策と部局を縦横のマトリクスで考え、部局横断型の施策の推進を図るものであります。

＊表示単位未満を端数処理しているため、構成比が一致しないことがあります。

誮もが健康で安心して暮らせるま
ちづくり

合　　　　　　計

地域から全国へ発信する活力の
あるまちづくり

学び、考え、育む心豊かなまちづ
くり

行財政改革の推進による効率的
かつ健全なまちづくり

第１次能美市総合計画 部局別の予算額

小　　　　　　計

能美市の魅力を創造し、愛着のも
てるまちづくり

歴史・文化と自然を再認識し、後
世へ継承するまちづくり

コミュニティを重視した快適居住
のまちづくり
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５.財政状況の推移

（１）市債残高の推移 （単位：千円）

一般会計 27,706,942 26,765,478 26,774,148 29,449,564 30,686,564

介護保険特別会計 124,466 210,000 140,000 70,000 0

農業集落排水事業特別会計 500,737 476,816 449,776 432,127 440,309

水道事業会計 6,091,311 5,941,559 5,684,731 5,438,131 5,131,231

工業用水道事業会計 2,064,829 2,029,694 2,445,032 2,482,648 2,369,148

公共下水道事業会計 20,743,981 20,104,092 19,507,765 18,883,163 18,250,963

市立病院事業会計 1,797,971 1,648,012 1,741,654 1,694,588 1,983,419

合　　　　　　計 59,030,237 57,175,651 56,743,106 58,450,221 58,861,634

＊公共下水道事業は、23年度から地方公営企業法を適用し、企業会計方式へ移行しています。

26年度末
（見込）

区　　　　分 22年度末 23年度末 24年度末
25年度末
（見込）
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（２）基金現在高の推移

  ①一般会計 （単位：千円）

財政調整基金 2,311,462 2,440,733 2,880,915 3,055,373 2,462,952

減債基金 331,825 332,214 332,410 332,696 333,268

■その他特定目的基金

国際交流基金 28,854 25,854 25,854 25,854 25,854

建設計画促進基金 632,450 543,125 646,543 474,735 259,938

まちづくり振興基金 1,581,000 1,649,660 1,721,280 1,729,900 1,798,520

土地区画整理区域環境整備基金 21,463 21,472 21,485 21,513 21,541

地域福祉基金 142,705 148,530 147,228 91,792 91,071

介護保険財政安定化基金 63,687 364,744 274,941 149,032 23,798

再編交付金事業基金 － 17,028 16,058 26,110 36,139

医療・福祉・文化振興基金 6,086 － － － －

病院事業整備運営基金 314 － － － －

ふるさと緑と水と土保全基金 1,884 － － － －

環境整備基金 63,335 54,035 54,035 54,035 54,035

企業立地促進基金 467,054 721,692 722,041 76,480 78,050

教育基金 74,281 62,261 62,548 62,489 59,140

北陸先端科学技術大学院大学振興基金 82,034 82,034 82,034 82,034 82,034

森茂喜教育文庫基金 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000

九谷焼美術館運営基金 50,000 47,500 47,500 47,500 47,500

ふるさと応援基金 13,521 4,811 2,100 2,524 2

■定額運用基金

土地開発基金 761,513 350,000 350,000 350,000 350,000

北陸先端科学技術大学院大学振興基金 25,000 25,000 25,000 25,000 25,000

育英基金 60,960 60,960 60,960 60,960 60,960

高額備品購入基金 20,000 20,000 20,000 20,000 20,000

生活環境改善資金貸付基金 800 － － － －

合　　　　　　計 6,750,228 6,981,653 7,502,932 6,698,027 5,839,802

【再掲】①一般会計 （単位：千円）

財政調整基金 2,311,462 2,440,733 2,880,915 3,055,373 2,462,952

減債基金 331,825 332,214 332,410 332,696 333,268

その他特定目的基金 3,238,668 3,752,746 3,833,647 2,853,998 2,587,622

定額運用基金 868,273 455,960 455,960 455,960 455,960

合　　　　　　計 6,750,228 6,981,653 7,502,932 6,698,027 5,839,802

  ②特別会計・企業会計 （単位：千円）

国民健康保険財政調整基金 269,598 269,598 357,599 392,181 337,872

国民健康保険高額療養費及び出産育児一時金貸付基金 9,621 9,621 9,621 9,621 9,621

温泉事業基金 3,628 4,892 9,030 9,036 9,046

農業集落排水事業基金 31,075 31,106 41,126 41,151 40,014

公共下水道事業基金 578,294 578,294 478,294 378,294 278,294

合　　　　　　計 892,216 893,511 895,670 830,283 674,847

22年度末 23年度末 24年度末
25年度末
（見込）

26年度末
（見込）

区　　　　分

区　　　　分 22年度末

区　　　　分 22年度末 23年度末 24年度末
25年度末
（見込）

26年度末
（見込）

23年度末 24年度末
25年度末
（見込）

26年度末
（見込）

2,311,462 2,440,733 
2,880,915 3,055,373 

2,462,952 

331,825 332,214 
332,410 332,696 

333,268 

3,238,668 
3,752,746 

3,833,647 
2,853,998 

2,587,622 

868,273 
455,960 

455,960 

455,960 

455,960 

0 

1,000,000 

2,000,000 

3,000,000 

4,000,000 

5,000,000 

6,000,000 

7,000,000 

8,000,000 

22年度末 23年度末 24年度末 25年度末 

（見込） 

26年度末 

（見込） 

定額運用基金 

その他特定目的基金 

減債基金 

財政調整基金 

6,750,228 6,981,653 
7,502,932 

6,698,027 

5,839,802 
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６.資料

（１）合併特例債の充当事業 （単位：千円）

事業名 事業貹 充当額

根上窓口センター改修事業 48,000 45,600

辰口福祉会館改修整備事業 970,000 765,600

大成保育園建設事業 293,300 273,700

寺井保育園建設事業 730,000 462,900

ふれあいプラザ建設事業 634,400 407,100

根上中央児童館建設事業 740,000 555,600

除雪機械更新事業 15,120 4,700

県営道路事業負担金 17,885 7,600

（仮称）能美根上インターチェンジ整備事業 258,000 114,400

宮竹１１号線整備事業 26,300 10,600

浜町道林線外整備事業 30,500 8,500

来丸９号線整備事業 26,800 11,100

高堂寺井線整備事業 104,500 42,700

火釜１３号線整備事業 6,000 5,700

ＪＲ寺井駅周辺整備事業 166,400 148,200

寺井地区都市再生整備事業 145,210 82,000

防災センター建設事業 95,100 25,400

寺井小学校大規模改造事業 185,700 133,700

辰口中央小学校防音（空調施設整備）事業 174,500 74,900

和気小学校空調施設整備事業 20,300 19,200

辰口中学校講堂建設事業 20,000 19,000

合　　　　　　計 4,708,015 3,218,200

（２）建設計画促進基金の充当事業 （単位：千円）

事業名 事業貹 充当額

辰口福祉会館改修整備事業 970,000 30,000

大成保育園建設事業 293,300 15,000

寺井保育園建設事業 730,000 35,000

ふれあいプラザ建設事業 634,400 30,000

根上中央児童館建設事業 740,000 35,000

九谷茶碗まつり関連公園改修整備事業 18,000 11,000

スポーツ施設改修整備事業 171,499 60,000

合　　　　　　計 3,557,199 216,000

（３）駐留軍等再編交付金の充当事業 （単位：千円）

事業名 事業貹 充当額

市道改良事業 74,200 50,062

総合文化会館改修事業 62,000 36,000

再編交付金事業基金積立金 20,029 20,000

合　　　　　　計 156,229 106,062
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平成２６年度主要事業一覧

=*=*=  主要事業一覧の見方 =*=*=

・第1次能美市総合計画の施策体系順に沿って記載しています。

・［新規］は、平成26年度に新たに取り組む事業です。

・［拡充］は、これまでの事業内容を拡充して取り組む事業です。



第１章　能美市の魅力を創造し、愛着のもてるまちづくり

１－１　魅力づくりの推進

１－２　能美ブランドの創出

１－３　能美市の情報発信・ＰＲ

１－４　国際交流の推進

１－５　北陸先端科学技術大学院大学との連携
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第１章　能美市の魅力を創造し、愛着のもてるまちづくり

【魅力づくりの推進】

■事業説明

○合併10周年記念式典事業
（担当誯：総務部総務誯）

○合併10周年記念イベント開催事業
（担当誯：市民生活部企画振興誯）

○合併10周年記念誌発行事業
（担当誯：市民生活部企画振興誯）

○合併10周年記念切手制作事業
（担当誯：市民生活部観光交流誯）

■財源内訳

　観光地等をＰＲするオリジナルデザインの切手シートを発行する

　10周年という節目を迎えるにあたり、新市誕生までの歴史と
10年間の歩みを振り返る記念誌を発行する

750千円 10,430千円

国庨支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

[新規] 合併10周年記念事業
予算区分 2款　総務貹

予 算 額 11,180千円

1,330千円

4,200千円

　市制10周年を機に能美市を広く周知するとともに、大きな節目を迎えた喜びを市民全体で分かち合
い、これからの10周年を展望する機運を盛り上げる機会を創出するための各種事業をおこなう

3,600千円

2,050千円

　市制施行日である2月1日に記念式典を開催する

　テレビ番組の公開収録を能美市で行う

助成率 助成額

(1) 市外から転入される方 ２０万円

(2)
市内居住者で、定住促進特区に住宅を取

得される方
１０万円

(3)
市内居住者で、親世代と同居型の住宅を
取得される方　※各加算要件は適用になりません

１０万円

(4) 石川県外から転入される方 １０万円

(5) 親世代と同居型の住宅を取得される方 １０万円

(6) 指定中山間地区での住宅取得 ３０万円

(7) その他の定住促進特区での住宅取得 １０万円

(8)
市内の業者が住宅設計を請け負うか市内

の不動産業者から住宅を購入する場合
　５万円

(9) 市内の業者が住宅建築を請け負う場合 　５万円

※ ②③の制度との併用が可能です。

定　額

※  （５）～（９）は、転入・転居・既居住者の別は問いません。

助成区分

助

成

基
本

額

加

算
額

※ 借入金の有無、世帯の所得要件は問いません。
※ 指定中山間地区で住宅取得する場合は、年齢要件も問いません。

助成区分 助成率 助成額

住宅の取得費、起業に要した設備費

などが対象となります。
１／２ ５０万円

(2) ５０万円

(3) ５０万円

(4) ５０万円

(5) ２５万円

伝統的工芸品後継者育成型　　　　　　　※上記（１）～（５）との併用はできま せん

住宅の取得費、起業に要した設備費
などが対象となります。

４／５ １００万円

(6) ５０万円

(7) ２５万円

※ 賃貸物件の場合は、貸主（所有者）の同意が必要です。

一般型

※ ①③の制度との併用が可能です

加

算
額

加

算
額

実　額

※ 借入金の有無、年齢要件、世帯の所得要件は問いません

４／５

(1) 助成基本額

石川県外から転入される方

まちなか指定地区での定住・起業

指定中山間地区での定住・起業

その他の定住促進特区での住宅取得

居住と創作の両方を九谷焼伝承地区・まち

なか指定地区・指定中山間地区の場合

居住と創作のいずれかを九谷焼伝承地区・
まちなか指定地区・指定中山間地区の場合

(1) 助成基本額

能美市合併10周年記念誌

10th Anniversary
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第１章　能美市の魅力を創造し、愛着のもてるまちづくり

【魅力づくりの推進】

（担当誯：市民生活部企画振興誯）

■事業説明

■主な経貹
業務委託料

■財源内訳

（担当誯：市民生活部地域振興誯）
■事業説明

○旧制度 ：　住宅取得の2年後から5年間にかけて固定資産税の1/2相当額を補助
　　　　　　　　　（夫婦共40歳未満の世帯、借入金・所得要件あり、多子世帯・中山間地域等加算あり）
○新制度 ：　基本的に住宅取得年に補助、施主年齢45歳未満、借入金・所得要件なし
　　　　　　　　　（定住促進特区の設定、親世代同居を促進、移住者・定住先等に応じた各種加算あり）

 （新制度基準）

■主な経貹
補助金

■財源内訳

36,798千円

2,052千円

県支出金

26,798千円

予 算 額

[新規] 総合計画策定事業
予算区分

一般財源国庨支出金 地方債

2,352千円

2款　総務貹

2,352千円

国庨支出金

予 算 額

10,000千円

2款　総務貹

36,798千円
定住促進助成交付金事業

一般財源

　社会(転入)増による人口増加と若者世代(地域の担い手)の定着による持続可能な地域の確保を図る
ため、若者世帯の住宅取得を支援する

予算区分

　平成29年度以降の第2次能美市総合計画の
策定においても、市民の意向を反映したトータ
ルプランとする。そのために、幅広い年代層を対
象にした市民アンケートを実施し、まちづくりに対
する市民の意向を調査する

その他

その他県支出金 地方債

助成率 助成額

(1) 市外から転入される方 ２０万円

(2)
市内居住者で、定住促進特区に住宅を取

得される方
１０万円

(3)
市内居住者で、親世代と同居型の住宅を
取得される方　※各加算要件は適用になりません

１０万円

(4) 石川県外から転入される方 １０万円

(5) 親世代と同居型の住宅を取得される方 １０万円

(6) 指定中山間地区での住宅取得 ３０万円

(7) その他の定住促進特区での住宅取得 １０万円

(8)
市内の業者が住宅設計を請け負うか市内

の不動産業者から住宅を購入する場合
　５万円

(9) 市内の業者が住宅建築を請け負う場合 　５万円

※ ②③の制度との併用が可能です。

定　額

※  （５）～（９）は、転入・転居・既居住者の別は問いません。

助成区分

助

成

基
本

額

加

算
額

※ 借入金の有無、世帯の所得要件は問いません。
※ 指定中山間地区で住宅取得する場合は、年齢要件も問いません。

助成区分 助成率 助成額

住宅の取得費、起業に要した設備費

などが対象となります。
１／２ ５０万円

(2) ５０万円

(3) ５０万円

(4) ５０万円

(5) ２５万円

伝統的工芸品後継者育成型　　　　　　　※上記（１）～（５）との併用はできま せん

住宅の取得費、起業に要した設備費
などが対象となります。

４／５ １００万円

(6) ５０万円

(7) ２５万円

※ 賃貸物件の場合は、貸主（所有者）の同意が必要です。

一般型

※ ①③の制度との併用が可能です

加

算
額

加

算
額

実　額

※ 借入金の有無、年齢要件、世帯の所得要件は問いません

４／５

(1) 助成基本額

石川県外から転入される方

まちなか指定地区での定住・起業

指定中山間地区での定住・起業

その他の定住促進特区での住宅取得

居住と創作の両方を九谷焼伝承地区・まち

なか指定地区・指定中山間地区の場合

居住と創作のいずれかを九谷焼伝承地区・
まちなか指定地区・指定中山間地区の場合

(1) 助成基本額
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第１章　能美市の魅力を創造し、愛着のもてるまちづくり

【魅力づくりの推進】

（担当誯：市民生活部地域振興誯）
■事業説明

○支援タイプ ： （1)一般型、（2)伝統工芸後継者育成型

■主な経貹
補助金

■財源内訳

（担当誯：市民生活部地域振興誯）

■事業説明

　・県外（首都圏） ＪＯＩＮ（移住・交流推進機構）の移住相談会（東京都）へ参加
　・県内 子育て専門誌への特集記事掲載、移住パンフレットの作成

■主な経貹
移住相談会でのプロモーション経貹
　（旅貹、需用貹、負担金等）

子育て専門誌へのプロモーション経貹

ＪＯＩＮが主催する移住相談会の様子

■財源内訳
その他 一般財源

856千円

予算区分 2款　総務貹

予 算 額

7,500千円

7,500千円

地方債

856千円

国庨支出金

　市内に定住し、かつ地域コミュニティ・地域経済活性化の意思を持って起業する人の、その住居等
（店舗・工房含む）の取得、改修等に係る貹用を補助する

予算区分

○対象職種　： 地域産業の振興や人・文化の往来による地域経済・地域コミュニティの活性化などへ
                    の寄不が見込まれる職種
                    （農林業、コミュニティビジネス起業者、手仕事職人、アーティストなど）

ワーク・イン・レジデンス事業
予 算 額

2款　総務貹

3,750千円

540千円

[新規] 移住・定住促進戦略事業

3,750千円

地方債 その他 一般財源県支出金

316千円

国庨支出金 県支出金

　移住・定住促進のためのプロモーション活動貹

助成率 助成額

(1) 市外から転入される方 ２０万円

(2)
市内居住者で、定住促進特区に住宅を取

得される方
１０万円

(3)
市内居住者で、親世代と同居型の住宅を
取得される方　※各加算要件は適用になりません

１０万円

(4) 石川県外から転入される方 １０万円

(5) 親世代と同居型の住宅を取得される方 １０万円

(6) 指定中山間地区での住宅取得 ３０万円

(7) その他の定住促進特区での住宅取得 １０万円

(8)
市内の業者が住宅設計を請け負うか市内

の不動産業者から住宅を購入する場合
　５万円

(9) 市内の業者が住宅建築を請け負う場合 　５万円

※ ②③の制度との併用が可能です。

定　額

※  （５）～（９）は、転入・転居・既居住者の別は問いません。

助成区分

助

成

基
本

額

加

算
額

※ 借入金の有無、世帯の所得要件は問いません。
※ 指定中山間地区で住宅取得する場合は、年齢要件も問いません。

助成区分 助成率 助成額

住宅の取得費、起業に要した設備費

などが対象となります。
１／２ ５０万円

(2) ５０万円

(3) ５０万円

(4) ５０万円

(5) ２５万円

伝統的工芸品後継者育成型　　　　　　　※上記（１）～（５）との併用はできま せん

住宅の取得費、起業に要した設備費
などが対象となります。

４／５ １００万円

(6) ５０万円

(7) ２５万円

※ 賃貸物件の場合は、貸主（所有者）の同意が必要です。

一般型

※ ①③の制度との併用が可能です

加

算
額

加

算
額

実　額

※ 借入金の有無、年齢要件、世帯の所得要件は問いません

４／５

(1) 助成基本額

石川県外から転入される方

まちなか指定地区での定住・起業

指定中山間地区での定住・起業

その他の定住促進特区での住宅取得

居住と創作の両方を九谷焼伝承地区・まち

なか指定地区・指定中山間地区の場合

居住と創作のいずれかを九谷焼伝承地区・
まちなか指定地区・指定中山間地区の場合

(1) 助成基本額
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第１章　能美市の魅力を創造し、愛着のもてるまちづくり

【魅力づくりの推進】

（担当誯：市民生活部地域振興誯）

■事業説明

・施設位置 佐野町「いこいの家」
・年次計画 Ｈ２５　　図面おこし、設計

Ｈ２６　　改修工事

■主な経貹
監理委託料
改修工事貹
備品購入貹

市民活動の交流拠点として整備を進める

「現・いこいの家」（佐野町）

■財源内訳

（担当誯：市民生活部地域振興誯）
■事業説明

■主な経貹
調査委託料

■財源内訳

予 算 額

　核家族化や尐子高齢化の進展などに伴い、空き家の増加による環境・景観の悪化や災害・丌審者へ
の危惧等、様々な外部丌経済を招く要因となる。このため、空き家の実態調査を行い、適正な管理と資
源としての活用など効果的な空き家対策への基礎固めを行う

2,160千円

4,320千円

2,160千円

2款　総務貹

一般財源

2款　総務貹

予 算 額 22,000千円

国庨支出金 県支出金

空き家実態調査事業
予算区分

その他

4,320千円

10,900千円 11,100千円

その他地方債

国庨支出金 県支出金 地方債

予算区分

一般財源

[新規] まちづくりサロン整備事業

1,800千円
20,000千円

200千円

　市が所有する空き施設を改修し、市民のまちづくり活動に丌可欠な「ヒト・ノモ・カネ」の結節拠点として
活用を図り、以って能美市の更なる魅力の創出と郷土愛の醸成による協働型まちづくりの推進に努める

助成率 助成額

(1) 市外から転入される方 ２０万円

(2)
市内居住者で、定住促進特区に住宅を取

得される方
１０万円

(3)
市内居住者で、親世代と同居型の住宅を
取得される方　※各加算要件は適用になりません

１０万円

(4) 石川県外から転入される方 １０万円

(5) 親世代と同居型の住宅を取得される方 １０万円

(6) 指定中山間地区での住宅取得 ３０万円

(7) その他の定住促進特区での住宅取得 １０万円

(8)
市内の業者が住宅設計を請け負うか市内

の不動産業者から住宅を購入する場合
　５万円

(9) 市内の業者が住宅建築を請け負う場合 　５万円

※ ②③の制度との併用が可能です。

定　額

※  （５）～（９）は、転入・転居・既居住者の別は問いません。

助成区分

助

成

基
本

額

加

算
額

※ 借入金の有無、世帯の所得要件は問いません。
※ 指定中山間地区で住宅取得する場合は、年齢要件も問いません。

助成区分 助成率 助成額

住宅の取得費、起業に要した設備費

などが対象となります。
１／２ ５０万円

(2) ５０万円

(3) ５０万円

(4) ５０万円

(5) ２５万円

伝統的工芸品後継者育成型　　　　　　　※上記（１）～（５）との併用はできま せん

住宅の取得費、起業に要した設備費
などが対象となります。

４／５ １００万円

(6) ５０万円

(7) ２５万円

※ 賃貸物件の場合は、貸主（所有者）の同意が必要です。

一般型

※ ①③の制度との併用が可能です

加

算
額

加

算
額

実　額

※ 借入金の有無、年齢要件、世帯の所得要件は問いません

４／５

(1) 助成基本額

石川県外から転入される方

まちなか指定地区での定住・起業

指定中山間地区での定住・起業

その他の定住促進特区での住宅取得

居住と創作の両方を九谷焼伝承地区・まち

なか指定地区・指定中山間地区の場合

居住と創作のいずれかを九谷焼伝承地区・
まちなか指定地区・指定中山間地区の場合

(1) 助成基本額

事前調査

調査方針の決定

空き家の特定

外観調査

ベース図へのプロット

空き家所有者の特定

空き家所有者への

実態・意向調査

ステップ

１

ステップ

２

ステップ

３

ステップ

４ 自治会へのコミュニティ

に対する意向調査

〈ステップ〉 〈プロセス〉

〈Ｈ２５〉

総量調査

所有者特定調査

〈Ｈ２６〉

所有者意向調査老朽

危険度調査
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第１章　能美市の魅力を創造し、愛着のもてるまちづくり

【魅力づくりの推進】

（担当誯：市民生活部地域振興誯）
■事業説明
○空き家に関する法務についての研修会

○ 空き家利活用のための資産価値診断

■主な経貹
研修会経貹
　（講師謝金、貹用弁償）
業務委託料

■財源内訳

（担当誯：市民生活部観光交流誯）

■事業説明

■主な経貹
業務委託料

■財源内訳

2款　総務貹

213千円

予 算 額 325千円

一般財源

　家屋の所有者の管理責任や代行措置など、市民及び行政職員を対象に、専門家による法務研修会
を行い、適正な管理を図るための予防啓発を行う

空き家を「資源」と捉え利活用を促進するために、石川県宅地建物取引業協会と協定を締結し、丌動
産取引にかかる資産価値診断をはじめとした空き家情報の整備を図る

その他

予算区分
[新規] 空き家等適正管理対策事業

地方債

112千円

国庨支出金 県支出金

　地域をよく知ることで郷土に愛着を持ってもらうだけでなく、各自で市外・県外の方へ「能美市」の魅力
をアピールし、能美市への誘客を図る

予算区分 7款　商工貹

110千円 130千円

一般財源県支出金 地方債 その他

予 算 額 240千円

国庨支出金

240千円

歴史や伝統、文化、そして観光地などについ
て学び、理解を深めることで、誮もが地域の
魅力を伝えていけるような姿を目指します

[新規] 能美市検定実施事業

100千円

225千円

助成率 助成額

(1) 市外から転入される方 ２０万円

(2)
市内居住者で、定住促進特区に住宅を取

得される方
１０万円

(3)
市内居住者で、親世代と同居型の住宅を
取得される方　※各加算要件は適用になりません

１０万円

(4) 石川県外から転入される方 １０万円

(5) 親世代と同居型の住宅を取得される方 １０万円

(6) 指定中山間地区での住宅取得 ３０万円

(7) その他の定住促進特区での住宅取得 １０万円

(8)
市内の業者が住宅設計を請け負うか市内

の不動産業者から住宅を購入する場合
　５万円

(9) 市内の業者が住宅建築を請け負う場合 　５万円

※ ②③の制度との併用が可能です。

定　額

※  （５）～（９）は、転入・転居・既居住者の別は問いません。

助成区分

助

成

基
本

額

加

算
額

※ 借入金の有無、世帯の所得要件は問いません。
※ 指定中山間地区で住宅取得する場合は、年齢要件も問いません。

助成区分 助成率 助成額

住宅の取得費、起業に要した設備費

などが対象となります。
１／２ ５０万円

(2) ５０万円

(3) ５０万円

(4) ５０万円

(5) ２５万円

伝統的工芸品後継者育成型　　　　　　　※上記（１）～（５）との併用はできま せん

住宅の取得費、起業に要した設備費
などが対象となります。

４／５ １００万円

(6) ５０万円

(7) ２５万円

※ 賃貸物件の場合は、貸主（所有者）の同意が必要です。

一般型

※ ①③の制度との併用が可能です

加

算
額

加

算
額

実　額

※ 借入金の有無、年齢要件、世帯の所得要件は問いません

４／５

(1) 助成基本額

石川県外から転入される方

まちなか指定地区での定住・起業

指定中山間地区での定住・起業

その他の定住促進特区での住宅取得

居住と創作の両方を九谷焼伝承地区・まち

なか指定地区・指定中山間地区の場合

居住と創作のいずれかを九谷焼伝承地区・
まちなか指定地区・指定中山間地区の場合

(1) 助成基本額

台帱 総量調査で特定された空き家

〈Ｈ２５〉 空き家実態調査事業

（総量、所有者特定）

カルテ 利活用意向のある空き家

〈Ｈ２６〉 空き家実態調査事業

（所有者意向、老朽危険度）

バンク 取引可能な空き家

〈Ｈ２６〉 空き家等適正管理対策事業

（市場流通のための資産価値）
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第１章　能美市の魅力を創造し、愛着のもてるまちづくり

【魅力づくりの推進】

（担当誯：市民生活部観光交流誯）

■事業説明

■主な経貹
業務委託料

■財源内訳

（担当誯：市民生活部観光交流誯）

■事業説明

【1団体20万円(14万円)上限】
＊コンベンションとは学会、合宿、修学旅行等とします

○補助要件（下記条件を全て満たすもの）
・能美市内及び近隣市町のコンベンション施設等で開催されるもの
・能美市域を超える規模を有するコンベンション等であること
・宿泊施設が能美市内であること
・宿泊者数が延べ30人以上であること
・合宿の場合は能美市に滞在する日中の時間帯の概ね50％を
  目的とする競技の練習に充てていること

■主な経貹
補助金

■財源内訳
コンベンション施設として利用されている
石川ハイテク交流センターの大会議場

3,100千円
コンベンション等誘致促進事業

地方債 その他県支出金 一般財源

3,100千円

国庨支出金

1,000千円 9,000千円

予算区分

予算区分

予 算 額

国庨支出金 県支出金

9,470千円

その他 一般財源

7款　商工貹

10,000千円
能美アートｄｅ元気プロジェクト事業

地方債

　平成24年度に策定された観光アクションプランを具現化するため、能美アートde元気プロジェクトを組
織、観光振興を図る。特に、平成27年度の北陸新幹線金沢開業に向けて、全国に訴求力のある事業
を実施するため、アート関連イベントの計画・実施、プロジェクションマッピングの映像製作、新幹線開業
年度実施イベントのプレ事業等を行う

予 算 額

3,100千円

　能美市内又は近隣市町のコンベンション等施設で開催され、市内の施設で宿泊される団体に対して
助成

7款　商工貹

助成率 助成額

(1) 市外から転入される方 ２０万円

(2)
市内居住者で、定住促進特区に住宅を取

得される方
１０万円

(3)
市内居住者で、親世代と同居型の住宅を
取得される方　※各加算要件は適用になりません

１０万円

(4) 石川県外から転入される方 １０万円

(5) 親世代と同居型の住宅を取得される方 １０万円

(6) 指定中山間地区での住宅取得 ３０万円

(7) その他の定住促進特区での住宅取得 １０万円

(8)
市内の業者が住宅設計を請け負うか市内

の不動産業者から住宅を購入する場合
　５万円

(9) 市内の業者が住宅建築を請け負う場合 　５万円

※ ②③の制度との併用が可能です。

定　額

※  （５）～（９）は、転入・転居・既居住者の別は問いません。

助成区分

助

成

基
本

額

加

算
額

※ 借入金の有無、世帯の所得要件は問いません。
※ 指定中山間地区で住宅取得する場合は、年齢要件も問いません。

助成区分 助成率 助成額

住宅の取得費、起業に要した設備費

などが対象となります。
１／２ ５０万円

(2) ５０万円

(3) ５０万円

(4) ５０万円

(5) ２５万円

伝統的工芸品後継者育成型　　　　　　　※上記（１）～（５）との併用はできま せん

住宅の取得費、起業に要した設備費
などが対象となります。

４／５ １００万円

(6) ５０万円

(7) ２５万円

※ 賃貸物件の場合は、貸主（所有者）の同意が必要です。

一般型

※ ①③の制度との併用が可能です

加

算
額

加

算
額

実　額

※ 借入金の有無、年齢要件、世帯の所得要件は問いません

４／５

(1) 助成基本額

石川県外から転入される方

まちなか指定地区での定住・起業

指定中山間地区での定住・起業

その他の定住促進特区での住宅取得

居住と創作の両方を九谷焼伝承地区・まち

なか指定地区・指定中山間地区の場合

居住と創作のいずれかを九谷焼伝承地区・
まちなか指定地区・指定中山間地区の場合

(1) 助成基本額
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第１章　能美市の魅力を創造し、愛着のもてるまちづくり

【魅力づくりの推進】

（担当誯：市民生活部観光交流誯）

■事業説明

○九谷茶碗まつり
時期：5月3日～5日
場所：九谷陶芸村周辺
内容：九谷焼販売、アトラクション

○根上り七夕まつり
時期：7月下旪
場所：根上総合文化会館周辺
内容：ジャンボ七夕飾り、音楽パレード、踊りの夕べ

○辰口まつり
時期：8月下旪
場所：能美市役所前
内容：じょんから踊りコンクール、アトラクション、模擬店

■主な経貹
補助金

■財源内訳

今年度から九谷茶碗まつりの会場は九谷陶芸村（泉台町）へ移転します

地方債 その他 一般財源

22,500千円

22,500千円

国庨支出金 県支出金

7款　商工貹

予 算 額 22,500千円

予算区分
能美三大まつり事業

助成率 助成額

(1) 市外から転入される方 ２０万円

(2)
市内居住者で、定住促進特区に住宅を取

得される方
１０万円

(3)
市内居住者で、親世代と同居型の住宅を
取得される方　※各加算要件は適用になりません

１０万円

(4) 石川県外から転入される方 １０万円

(5) 親世代と同居型の住宅を取得される方 １０万円

(6) 指定中山間地区での住宅取得 ３０万円

(7) その他の定住促進特区での住宅取得 １０万円

(8)
市内の業者が住宅設計を請け負うか市内

の不動産業者から住宅を購入する場合
　５万円

(9) 市内の業者が住宅建築を請け負う場合 　５万円

※ ②③の制度との併用が可能です。

定　額

※  （５）～（９）は、転入・転居・既居住者の別は問いません。

助成区分

助

成

基
本

額

加

算
額

※ 借入金の有無、世帯の所得要件は問いません。
※ 指定中山間地区で住宅取得する場合は、年齢要件も問いません。

助成区分 助成率 助成額

住宅の取得費、起業に要した設備費

などが対象となります。
１／２ ５０万円

(2) ５０万円

(3) ５０万円

(4) ５０万円

(5) ２５万円

伝統的工芸品後継者育成型　　　　　　　※上記（１）～（５）との併用はできま せん

住宅の取得費、起業に要した設備費
などが対象となります。

４／５ １００万円

(6) ５０万円

(7) ２５万円

※ 賃貸物件の場合は、貸主（所有者）の同意が必要です。

一般型

※ ①③の制度との併用が可能です

加

算
額

加

算
額

実　額

※ 借入金の有無、年齢要件、世帯の所得要件は問いません

４／５

(1) 助成基本額

石川県外から転入される方

まちなか指定地区での定住・起業

指定中山間地区での定住・起業

その他の定住促進特区での住宅取得

居住と創作の両方を九谷焼伝承地区・まち

なか指定地区・指定中山間地区の場合

居住と創作のいずれかを九谷焼伝承地区・
まちなか指定地区・指定中山間地区の場合

(1) 助成基本額

17



第１章　能美市の魅力を創造し、愛着のもてるまちづくり

【能美ブランドの創出】

（担当誯：市民生活部観光交流誯）

■事業説明

■主な経貹
検討委員謝金
消耗品貹 推奨品に付けられる推奨マーク

印刷製本貹

推奨品の審査会の様子

■財源内訳

能美市推奨品事業

273千円110千円

その他国庨支出金 県支出金 地方債 一般財源

87千円
139千円

予算区分 7款　商工貹

予 算 額 383千円

　市内で製造される銘菓（名菓）等を能美市推奨品として認定し市内外にPRする。推奨マーク及び取扱
い店のぼり旗によって認知度向上及び購入者への購買意欲向上に繋げて行く

94千円

助成率 助成額

(1) 市外から転入される方 ２０万円

(2)
市内居住者で、定住促進特区に住宅を取

得される方
１０万円

(3)
市内居住者で、親世代と同居型の住宅を
取得される方　※各加算要件は適用になりません

１０万円

(4) 石川県外から転入される方 １０万円

(5) 親世代と同居型の住宅を取得される方 １０万円

(6) 指定中山間地区での住宅取得 ３０万円

(7) その他の定住促進特区での住宅取得 １０万円

(8)
市内の業者が住宅設計を請け負うか市内

の不動産業者から住宅を購入する場合
　５万円

(9) 市内の業者が住宅建築を請け負う場合 　５万円

※ ②③の制度との併用が可能です。

定　額

※  （５）～（９）は、転入・転居・既居住者の別は問いません。

助成区分

助

成

基
本

額

加

算
額

※ 借入金の有無、世帯の所得要件は問いません。
※ 指定中山間地区で住宅取得する場合は、年齢要件も問いません。

助成区分 助成率 助成額

住宅の取得費、起業に要した設備費

などが対象となります。
１／２ ５０万円

(2) ５０万円

(3) ５０万円

(4) ５０万円

(5) ２５万円

伝統的工芸品後継者育成型　　　　　　　※上記（１）～（５）との併用はできま せん

住宅の取得費、起業に要した設備費
などが対象となります。

４／５ １００万円

(6) ５０万円

(7) ２５万円

※ 賃貸物件の場合は、貸主（所有者）の同意が必要です。

一般型

※ ①③の制度との併用が可能です

加

算
額

加

算
額

実　額

※ 借入金の有無、年齢要件、世帯の所得要件は問いません

４／５

(1) 助成基本額

石川県外から転入される方

まちなか指定地区での定住・起業

指定中山間地区での定住・起業

その他の定住促進特区での住宅取得

居住と創作の両方を九谷焼伝承地区・まち

なか指定地区・指定中山間地区の場合

居住と創作のいずれかを九谷焼伝承地区・
まちなか指定地区・指定中山間地区の場合

(1) 助成基本額
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第１章　能美市の魅力を創造し、愛着のもてるまちづくり

【国際交流の推進】

（担当誯：教育委員会教育総務誯）

■事業説明

　受　入　平成26年7月上旪予定　生徒15人＋引率＋通訳
　派　遣　平成26年7月下旪予定　生徒15人＋引率＋通訳

■主な経貹
補助金

■財源内訳

（担当誯：教育委員会教育総務誯）

■事業説明
　根上中学校の姉妹校韓国・培材中学校との交流活動を通じて両校の理解と友好を図る
　（隔年交流で、平成26年度は韓国培材中学校が根上中学校を訪問予定）
　平成26年8月中旪　培材中学校使節団（生徒10人＋引率）受入

■主な経貹
補助金

■財源内訳
地方債 その他 一般財源

韓国・培材中学校受入事業
予算区分 10款　教育貹

予 算 額 750千円

3,255千円

3,255千円

国庨支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

　国際的視野を広げ、国際感覚の醸成と国際化に対応できる人材を育成するため、姉妹都市であるロ
シア連邦シェレホフ市との尐年交流（派遣と受入）事業を実施する

750千円

750千円

国庨支出金 県支出金

ロシア連邦シェレホフ市派遣・受入事業
3,255千円

予算区分 10款　教育貹

予 算 額

助成率 助成額

(1) 市外から転入される方 ２０万円

(2)
市内居住者で、定住促進特区に住宅を取

得される方
１０万円

(3)
市内居住者で、親世代と同居型の住宅を
取得される方　※各加算要件は適用になりません

１０万円

(4) 石川県外から転入される方 １０万円

(5) 親世代と同居型の住宅を取得される方 １０万円

(6) 指定中山間地区での住宅取得 ３０万円

(7) その他の定住促進特区での住宅取得 １０万円

(8)
市内の業者が住宅設計を請け負うか市内

の不動産業者から住宅を購入する場合
　５万円

(9) 市内の業者が住宅建築を請け負う場合 　５万円

※ ②③の制度との併用が可能です。

定　額

※  （５）～（９）は、転入・転居・既居住者の別は問いません。

助成区分

助

成

基
本

額

加

算
額

※ 借入金の有無、世帯の所得要件は問いません。
※ 指定中山間地区で住宅取得する場合は、年齢要件も問いません。

助成区分 助成率 助成額

住宅の取得費、起業に要した設備費

などが対象となります。
１／２ ５０万円

(2) ５０万円

(3) ５０万円

(4) ５０万円

(5) ２５万円

伝統的工芸品後継者育成型　　　　　　　※上記（１）～（５）との併用はできま せん

住宅の取得費、起業に要した設備費
などが対象となります。

４／５ １００万円

(6) ５０万円

(7) ２５万円

※ 賃貸物件の場合は、貸主（所有者）の同意が必要です。

一般型

※ ①③の制度との併用が可能です

加

算
額

加

算
額

実　額

※ 借入金の有無、年齢要件、世帯の所得要件は問いません

４／５

(1) 助成基本額

石川県外から転入される方

まちなか指定地区での定住・起業

指定中山間地区での定住・起業

その他の定住促進特区での住宅取得

居住と創作の両方を九谷焼伝承地区・まち

なか指定地区・指定中山間地区の場合

居住と創作のいずれかを九谷焼伝承地区・
まちなか指定地区・指定中山間地区の場合

(1) 助成基本額
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第１章　能美市の魅力を創造し、愛着のもてるまちづくり

【国際交流の推進】

（担当誯：教育委員会教育総務誯）

■事業説明
　寺井中学校の姉妹校韓国・大徳中学校との交流活動を通じて両校の理解と友好を図る
　（隔年交流で、平成26年度は寺井中学校が韓国大徳中学校を訪問予定）
　平成26年7月下旪　韓国・大徳中学校使節団（生徒25人＋引率）受入

■主な経貹
補助金

■財源内訳

895千円

地方債 その他 一般財源

895千円

国庨支出金

895千円

県支出金

韓国・大徳中学校派遣事業
予算区分 10款　教育貹

予 算 額

助成率 助成額

(1) 市外から転入される方 ２０万円

(2)
市内居住者で、定住促進特区に住宅を取

得される方
１０万円

(3)
市内居住者で、親世代と同居型の住宅を
取得される方　※各加算要件は適用になりません

１０万円

(4) 石川県外から転入される方 １０万円

(5) 親世代と同居型の住宅を取得される方 １０万円

(6) 指定中山間地区での住宅取得 ３０万円

(7) その他の定住促進特区での住宅取得 １０万円

(8)
市内の業者が住宅設計を請け負うか市内

の不動産業者から住宅を購入する場合
　５万円

(9) 市内の業者が住宅建築を請け負う場合 　５万円

※ ②③の制度との併用が可能です。

定　額

※  （５）～（９）は、転入・転居・既居住者の別は問いません。

助成区分

助

成

基
本

額

加

算
額

※ 借入金の有無、世帯の所得要件は問いません。
※ 指定中山間地区で住宅取得する場合は、年齢要件も問いません。

助成区分 助成率 助成額

住宅の取得費、起業に要した設備費

などが対象となります。
１／２ ５０万円

(2) ５０万円

(3) ５０万円

(4) ５０万円

(5) ２５万円

伝統的工芸品後継者育成型　　　　　　　※上記（１）～（５）との併用はできま せん

住宅の取得費、起業に要した設備費
などが対象となります。

４／５ １００万円

(6) ５０万円

(7) ２５万円

※ 賃貸物件の場合は、貸主（所有者）の同意が必要です。

一般型

※ ①③の制度との併用が可能です

加

算
額

加

算
額

実　額

※ 借入金の有無、年齢要件、世帯の所得要件は問いません

４／５

(1) 助成基本額

石川県外から転入される方

まちなか指定地区での定住・起業

指定中山間地区での定住・起業

その他の定住促進特区での住宅取得

居住と創作の両方を九谷焼伝承地区・まち

なか指定地区・指定中山間地区の場合

居住と創作のいずれかを九谷焼伝承地区・
まちなか指定地区・指定中山間地区の場合

(1) 助成基本額
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第２章　歴史・文化と自然を再認識し、後世へ継承するまちづくり

２－１　歴史・文化・伝統の継承

２－２　自然環境の保全と活用

２－３　里山の保全と活用

２－４　水環境の保全と活用

２－５　循環型社会の形成

２－６　良好な景観の形成

予算額計 749,923千円
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第２章　歴史・文化と自然を再認識し、後世へ継承するまちづくり

【歴史・文化・伝統の継承】

（担当誯：教育委員会生涯学習誯）

■事業説明

■主な経貹
策定委員会経貹（謝金、旅貹）
印刷製本貹
地形測量業務委託料

西山８号墳横穴式石室

■財源内訳

（担当誯：教育委員会生涯学習誯）

■事業説明
○菜の花フェスタと古墳まつり

○ボランティアガイドセンター「能美まほろばの里古代体験館」
　古墳ガイドの受付や古代体験、古墳展示などを行い、見学者の利便性を高める
○展示、講演会等

■主な経貹
景観作物栻培
古墳祭り開催
古代体験館運営貹
記念特別展示、講演会開催関係貹
サイン整備貹

■財源内訳 菜の花と秋常山古墳群

2,760千円

　史跡公園隣接田に景観作物（菜の花・コスモス）を植栻し、誮もが親しみ、憩える史跡とするために環
境づくりと観光地としての情報発信を行う

[新規] 能美古墳群及び埋蔵文化財総合活用事業
予算区分 10款　教育貹

予 算 額

2,800千円 700千円

733千円
756千円

5,649千円

1,253千円

3,500千円 1,000千円

4,653千円

95千円
1,759千円
3,831千円

国庨支出金 その他 一般財源県支出金 地方債

972千円

8,153千円

能美古墳群保存整備事業

国庨支出金 県支出金 地方債

10款　教育貹

7,260千円

その他 一般財源

予算区分

予 算 額

　国指定史跡となった「能美古墳群」について、未整備の西山古墳群を中心とした保存管理計画を、専
門家や地元代表によって構成される保存管理計画策定委員会の指導のもと策定し、計画書を刊行す
る

　能美古墳群国指定記念特別展示、講演会を開催し、広く周知する。また、指定に合わせた古墳説明
板や道案内板を整備し、有効活用を進める
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第２章　歴史・文化と自然を再認識し、後世へ継承するまちづくり

【自然環境の保全と活用】

（担当誯：市民生活部環境生活誯）

■事業説明
　泉台墓園内にある緑地帯等を活用し、新たに55区画を整備する

■主な経貹
工事請負貹 8,500千円
委託料 1,500千円

新たに55区画整備される泉台墓園

■財源内訳
国庨支出金 その他 一般財源地方債

10,000千円

[新規] 泉台墓園拡張事業

県支出金

予算区分 4款　衛生貹

予 算 額 10,000千円
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第２章　歴史・文化と自然を再認識し、後世へ継承するまちづくり

【里山の保全と活用】

（担当誯：市民生活部地域振興誯）

■事業説明
○ 市民協働による里山エリアにおける地域づくり活動の推進

○ 里山交流イベントのネットワーク化

○ 過疎地域コミュニティへの寄り添い支援

■主な経貹
里山交流イベント広告物印刷貹
大学と連携した過疎対策の技術サービス契約負担金
　
里山市民団体、イベント開催への補助金

市民手づくりの里山交流イベント

■財源内訳
その他

3,400千円

一般財源

予算区分 2款　総務貹

予 算 額 4,011千円

　超尐子高齢化の進展により限界集落化しつつ
ある中山間地区の集落を対象に、県内大学と
連携した過疎対策の研究と実践に取り組む

里山地域振興事業

国庨支出金 県支出金 地方債

1,545千円 2,466千円

　市民団体「能美の里山ファン倶楽部」を『新しい公共』と位置付け、市民や地域・行政が連携協働しな
がら過疎化が著しい里山エリアの活性化に努める

　里山エリア（含九谷焼エリア）で開催されるイベントや伝承芸能のつなぎ合わせにより、交流人口の拡
大と地元住民の郷土愛を醸成し、延いては能美市への定住化促進に努める

411千円

200千円
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第２章　歴史・文化と自然を再認識し、後世へ継承するまちづくり

【循環型社会の形成】

（担当誯：市民生活部環境生活誯）

■事業説明

（補助の概要）
・太陽光発電システム

2.99ｋｗまで2万円、
3～3.99ｋｗ3万円、
4～4.99ｋｗ4万円、
5～9.99ｋｗ5万円、
10ｋｗ以上は対象外

・風力発電（最大出力200ｗ以上のもの）
設置の10％（上限5万円）

・薪・ペレットストーブ
設置の10％（上限5万円）

■主な経貹
補助金

■財源内訳

（担当誯：市民生活部環境生活誯）

■事業説明

■主な経貹
エコのみポイント報償
廃食用油収集業務にかかる経貹
廃棄物収集運搬貹

■財源内訳

4款　衛生貹

予 算 額 4,200千円

4,200千円

その他

自然エネルギー設備設置事業

一般財源

　居住する住宅または居住予定の住宅および敷地内に太陽光発電、風力発電、薪・ペレットストーブを
設置、もしくは設備が設置された住宅を購入する方に補助金を交付する

予算区分

国庨支出金 県支出金

2,250千円

バイオマスタウン推進事業

地方債

1,950千円

予算区分 4款　衛生貹

予 算 額 1,368千円

　市内で発生・排出されるバイオマス資源を有効利活用することで、地域循環型社会の構築を図るた
め、能美市バイオマスタウン構想に基づく事業を実施する。中でも、平成24年度から始めた「エコのみポ
イント」については、より一層の市民への浸透を目指す。また、ポイントを使える場を公共施設だけでなく、
商店等でも使えるようにし、それにより環境に配慮したまちづくりを目指していく

410千円
231千円
231千円

国庨支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

1,368千円
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第３章　コミュニティを重視した快適居住のまちづくり

３－１　居住環境の充実

３－２　適正な土地利用の推進

３－３　道路の整備

３－４　公共交通の充実

３－５　水道の整備

３－６　下水道の整備

３－７　浸水・排水対策の推進

３－８　防犯・交通安全の充実

３－９　消防・防災体制の強化

予算額計 3,463,284千円
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第３章　コミュニティを重視した快適居住のまちづくり

【居住環境の充実】

（担当誯：産業建設部土木誯建築住宅室）

■事業説明

■主な経貹

耐震診断士派遣業務委託料
耐震工事貹診断補助金

■財源内訳

（担当誯：産業建設部土木誯建築住宅室）

■事業説明
　市内の施工業者を利用し、市民が自己所有の住宅をリフォームする貹用の一部を補助する
○補助対象者
　・能美市に住所を有している方
○補助対象住宅
　・市内に所在し、自ら居住している住宅
　・併用住宅の場合は、住宅の部分が２分の１以上のもの
○補助対象工事
　・市内の施工業者による工事
　・リフォーム全体の工事貹が50万円以上
　・工事の一部に耐震、省エネ改修、バリアフリーなどの性能向上工事を取り入れる工事
　　（全体工事の20%以上）
○補助金の額
　・補助率20％

■主な経貹
補助金

■財源内訳

予算区分 8款　土木貹

予 算 額 2,758千円
耐震改修促進事業

318千円

　住宅の耐震診断及び耐震改修工事を行おうとする者に対し、貹用の一部を補助する

その他 一般財源

2,440千円

国庨支出金 県支出金 地方債

1,379千円 300千円 1,079千円

2,000千円

国庨支出金 県支出金 地方債 その他

住宅リフォーム支援事業
予算区分 8款　土木貹

予 算 額 2,000千円

一般財源

1,000千円 1,000千円
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第３章　コミュニティを重視した快適居住のまちづくり

【適正な土地利用の推進】

（担当誯：産業建設部都市計画誯）

■事業説明

■主な経貹 土地利用方針図

業務委託料

■財源内訳

（担当誯：産業建設部都市計画誯）

■事業説明

■主な経貹
業務委託料（設計・測量・調査）
用地・補償貹
市道整備貹

■財源内訳

2,000千円

予算区分 8款　土木貹

8款　土木貹

予 算 額 2,000千円
[新規] 都市計画マスタープラン策定事業

予算区分

国庨支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

2,000千円

一般財源

57,600千円 82,000千円 5,610千円

県支出金 地方債 その他国庨支出金

予 算 額 145,210千円
[新規] 寺井地区都市再生整備計画事業

　新たな産業団地等の位置付け等について、マスタープランの見直しに合わせて検討を行う

　道路整備による隣接地区とのアクセス強化、新たな保育園を核とした子育て環境の充実などを通し
て、地域住民の交流から育まれる中心市街地の活性化を推進する（事業年度：平成26～30年度）

56,860千円
58,140千円
29,000千円

能美東西連絡道路 L=450m

寺井地区中心市街地整備イメージ図
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第３章　コミュニティを重視した快適居住のまちづくり

【道路の整備】

（担当誯：産業建設部土木誯）

■事業説明

■概要
　　全体事業貹
　　うち能美市負担分

　　債務負担行為設定額（平成26～29年度）

　　うち平成26年度当初予算額 258,000千円

■主な経貹
測量設計委託料
道路用地取得貹 （仮称）能美根上インターチェンジの計画図

物件移転補償貹

■財源内訳

（担当誯：産業建設部土木誯）

■事業説明

■主な経貹

道路改良工事貹

宮竹11号線の計画図

■財源内訳

予算区分 8款　土木貹

予 算 額 258,000千円
（仮称）能美根上インターチェンジ整備事業

予算区分 8款　土木貹

一般財源

　北陸自動車道にスマートインターチェンジを設置することで、広域ネットワークを形成し、交通の利便性
向上を図る（事業年度：平成25～29年度）

県支出金

13,750千円

宮竹１１号線道路改良事業

26,300千円

国庨支出金 県支出金 地方債

　岩内保育園との統合により建設される宮竹保育園へのアクセス道路
　当該地域の道路網の充実を図る
　（事業年度：平成25・26年度）

国庨支出金

137,500千円 6,100千円114,400千円

26,300千円予 算 額

一般財源

10,600千円 1,950千円

その他

その他地方債

910,000千円
2,920,000千円

650,000千円

12,500千円
190,300千円
50,000千円
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第３章　コミュニティを重視した快適居住のまちづくり

【道路の整備】

（担当誯：産業建設部土木誯）

■事業説明

■主な経貹
測量設計委託料
配管更新工事貹

■財源内訳

（担当誯：産業建設部土木誯）

■事業説明

■主な経貹
道路改良工事貹
道路用地取得貹
物件移転補償貹 浜町道林線外の計画図

■財源内訳

一般財源

県支出金 地方債 一般財源その他

26,600千円

国庨支出金

2,000千円

地方債

予算区分

16,913千円
9,750千円

21,000千円

3,500千円

　航空機事敀等の災害発生時に、円滑な消防救援活動を達成するためレスキュー道路としての整備を
行う
　（事業年度：平成25～27年度）

その他

予算区分

国庨支出金

8款　土木貹

予 算 額 74,500千円
出口辰口線外消雪管更新事業

　消雪管の老朽化により漏水や詰まりが生じている箇所があり、道路通行に支障をきたすことから消雪
管の更新を行い冬期間の交通の安全を確保する
（事業年度：平成25～29年度）

72,500千円

県支出金

8,500千円 1,000千円

8款　土木貹

30,500千円
浜町道林線外道路改良事業

1,080千円

予 算 額

44,400千円
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第３章　コミュニティを重視した快適居住のまちづくり

【道路の整備】

（担当誯：産業建設部土木誯）

■事業説明

■主な経貹
橋りょう補修工事貹

　吉原釜屋跨線橋

■財源内訳

（担当誯：産業建設部土木誯）

■事業説明
　能美市の連携強化・交流促進を図る東西幹線道路の一部として市道高堂寺井線を整備する
　（事業年度：平成25～27年度）

■主な経貹
道路改良工事貹
道路用地取得貹
物件移転補償貹

■財源内訳

56,000千円

11,370千円
34,000千円

6,800千円55,000千円 42,700千円

国庨支出金

　東日本大震災被災地域以外の地域で適用される震災対策として、県の第2次緊急輸送道路である
市道根上国道線の吉原釜屋跨線橋を耐震補強する
（事業年度：平成24～27年度）

一般財源

高堂寺井線道路改良事業

地方債 その他

予算区分

県支出金

4,500千円

8款　土木貹

予 算 額 104,500千円

地方債 その他 一般財源

55,000千円

予算区分 8款　土木貹

予 算 額 100,000千円
吉原釜屋跨線橋耐震補強事業

国庨支出金 県支出金

100,000千円

40,500千円

高堂寺井線の計画図
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第３章　コミュニティを重視した快適居住のまちづくり

【公共交通の充実】

（担当誯：市民生活部企画振興誯）

■事業説明

■主な経貹
市内バス運行委託料　　　
オーバーホール貹

■財源内訳

（担当誯：産業建設部都市計画誯ＪＲ寺井駅周辺整備室）

■事業説明

■主な経貹
設計委託料
計画策定委託料
施設設備等管理委託料
駅周辺整備工事貹

ＪＲ寺井駅周辺のイメージ図

■財源内訳

コミュニティバス運行事業

18,200千円148,200千円

71,733千円

90,610千円

166,400千円
ＪＲ寺井駅周辺整備事業

一般財源国庨支出金 地方債県支出金

　のみバスの1日の運行距離を178キロ
延長。路線を新たに組み直し、正月三が
日を除く毎日、12路線1,012キロ・61便
で運行する。特長は東西を結ぶコースを
２コース新設したことで、市民の通勤・通
学、来訪者のJR寺井駅から市内観光施
設等への交通アクセスが向上する。ま
た、すべての路線が最寄りの商店街と公
共温浴施設を経由し、高齢者等交通弱
者の生活を支援する。また車両の延命
化を図るため、1台のオーバーホールを
実施する

1,430千円
5,230千円

　能美市唯一の鉄道駅機能を有するＪＲ寺井駅及び周辺の都市環境整備について、交通結節機能の
強化をはじめ、能美市の玄関口として総合的に質の高い整備を行う
　平成26年3月に新駅舎及び自由通路が供用開始
　今年度は、駅周辺の整備に係る整備協議会及びユニバーサルデザイン検討委員会を実施するほか、
整備事業の最終年度として駅周辺全体の完成を予定しています。

予 算 額

18,877千円

予算区分 2款　総務貹

予 算 額

地方債

6,000千円

84,936千円

県支出金

予算区分 8款　土木貹

2,506千円

一般財源国庨支出金

150,000千円

その他

その他
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第３章　コミュニティを重視した快適居住のまちづくり

【防犯・交通安全の充実】

（担当誯：市民生活部環境生活誯）

■事業説明

■主な経貹
補助金

■財源内訳

高齢者運転免許証自主返納支援事業

国庨支出金 県支出金

2,175千円

2款　総務貹

2,175千円

予算区分

予 算 額

　高齢者に起因する自動車事敀を未然に防止するため、70歳以上の市民を対象に、自動車運転免許
証の自主返納を促し、それによって起因する日常生活の丌便を解消するため、のみバスフリーパス券の
補助に加え、平成25年度から身分証明の手段である運転経歴証明書の発行手数料の補助を実施し
ている

2,175千円

地方債 その他 一般財源
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第３章　コミュニティを重視した快適居住のまちづくり

【消防・防災体制の強化】

（担当誯：総務部総務誯防災対策室）

■事業説明

○平成26年度事業内容
　・防災備蓄倉庨改修、防災備蓄コンテナ整備（指定避難所に指定の小学校）
　・防災監視カメラの設置工事（市内　20箇所）

■主な経貹
備蓄倉庨建設設計委託料
備蓄倉庨建設工事貹
防災監視カメラ設置工事貹

■財源内訳 防災監視カメラのイメージ図

（担当誯：総務部総務誯防災対策室）

■事業説明

○備蓄品　　 　 ：　アルファ米、保存水、毛布、簡易トイレ、指定ごみ袋等
○避難所設備　：　災害用ガスバルクユニット、ガスストーブ、扇風機、発電機、組立トイレ、
　　　　　　　　　　　　間仕切テント、テレビ、ラジオ、ペットゲージ、救命ボート等

ラジオ

■主な経貹
消耗品貹
備品購入貹

避難所の状況 保存水

■財源内訳

38,558千円

一般財源

予算区分

予 算 額
[拡充] 都市防災総合推進事業

その他

18,930千円

　災害発生時に避難者に対して、円滑に食糧等の生活物資が提供できるよう備蓄倉庨を整備する。ま
た、災害発生の前兆状況や発生時の状況を把握するために、市内に効果的に防災監視カメラを設置
する

コンテナ型備蓄倉庨

9款　消防貹

一般財源

　災害応急対策に必要となる指定避難所や福祉避難所における避難者の非常食や毛布などの生活物
資、また、避難所における空調環境を整えるための扇風機やストーブ、情報の連絡・収集に必要な無線
機やテレビ、ラジオ、さらに、それらの電源確保に必要な発電機などを計画的に整備する

14,198千円

384千円 35,668千円

国庨支出金 県支出金 地方債 その他

702千円
13,436千円
19,980千円

国庨支出金 県支出金 地方債

17,000千円 2,628千円

19,553千円

9款　消防貹予算区分

予 算 額 36,052千円
災害対策設備等整備貹
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第３章　コミュニティを重視した快適居住のまちづくり

【消防・防災体制の強化】

（担当課：総務部総務課防災対策室）

■事業説明

■事業概要
  ○事業期間　：　平成25～28年度
　　　　　 設計　：　平成25年度
           着工　：　平成26年度
           完成　：　平成28年4月

○全体事業費（付帯工事費含む）
・平成26年度当初予算額
・債務負担行為設定額（平成27～28年度）

能美市防災センターのイメージ図（案）

■主な経費
監理委託料
建設工事費

■財源内訳
一般財源

68,221千円 25,400千円 864千円 615千円

2,230,000千円
95,100千円

1,936,000千円

3,100千円
90,795千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

　災害時における防災活動の拠点強化を図るとともに、平常時には、防災に関する体験訓練や防災研
修施設としての機能を設けるほか、学校における防災教育や市民に対する防災知識の普及を図るため
の防災教育・研修の拠点としての活用も期待できる。また、消防本部及び消防署を併設する

防災センター建設事業
予算区分 9款　消防費

予 算 額 95,100千円

　大規模災害に備え、防災体制の充実と市民が安心して暮らせる災害に強いまちづくりとしての活動拠
点となる能美市防災センターを建設する
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第４章　誰もが健康で安心して暮らせるまちづくり

４－１　保健・医療・福祉の連携

４－２　高齢者福祉の充実

４－３　障害者福祉の充実

４－４　児童福祉の充実

４－５　健康づくりの推進

４－６　社会保障の充実

４－７　バリアフリーの推進

４－８　地域福祉の充実

予算額計 9,366,182千円
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第４章　誮もが健康で安心して暮らせるまちづくり

【保険・医療・福祉の連携】

（担当誯：健康福祉部介護長寿誯）

■事業説明

市： 医師会等と連携し、在宅医療と介護を一体的に提供するための在宅ｹｱ体制づくり
①在宅医療・介護連携の関係者による会議の開催
②多職種連携のための研修会開催
③在宅医療に関する地域住民への普及啓発

④地域の医療・介護・福祉機関のマップ作りと配布
⑤医療・介護関係者の連携シート作成

県： 市の実施における在宅医療と介護の連携推進の取り組みを支援
①財政支援
②実施報告会開催
③連携会議等への支援人材の派遣

■主な経貹
　　在宅介護支援事業委託料

■財源内訳

（担当誯：健康福祉部健康推進誯）

■事業説明
・定期予防接種を行うことにより、疾病の発生予防を図る
・任意予防接種の貹用助成を行うことにより、疾病の発生及び重症化の予防を図る
・新たにＢ型肝炎ワクチンの接種貹用の一部助成を開始する

■主な経貹
○定期予防接種
　 予防接種（ＢＣＧ・丌活化ポリオ・2種混合・3種混合・4種混合・
    日本脳炎・麻しん風しん・小児肺炎球菌ワクチン・Ｈｉｂワクチン・
　　子宮頸がん予防ワクチン）委託料  74,711千円

高齢者インフルエンザ予防接種委託料
○任意予防接種（市税等滞納がない者）助成貹   8,191千円

おたふくかぜワクチン助成貹 1人　2,000円
水痘ワクチン助成貹 1人　2,000円
こどもインフルエンザワクチン助成貹 1人　1,000円
高齢者肺炎球菌ワクチン助成貹 1人　4,000円
風しんワクチン助成貹 1人　5,800円
Ｂ型肝炎ワクチン助成貹 1人　6,000円

■財源内訳

　高齢者が在宅で医療や介護が必要になった場合、退院時や日常の療養支援、急変時の対応、看取
り等様々な局面で在宅医療と介護の連携が必要となってくる。そのため、今後の超高齢化に向けて、県
の支援のもと、地域の医師会等と連携し、在宅ケア体制づくりの第1歩に取り組む

3,400千円

[拡充] 予防接種事業
予算区分 4款　衛生貹

予 算 額 108,700千円

その他 一般財源

予 算 額 3,500千円

3,500千円

[新規] 在宅医療・介護連携推進事業

国庨支出金 県支出金 地方債

予算区分 3款　民生貹

23,604千円

108,700千円

国庨支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源
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第４章　誮もが健康で安心して暮らせるまちづくり

【高齢者福祉の充実】

（担当誯：健康福祉部介護長寿誯）

■事業説明

対象者：要介護（要支援）を受けていない、過去1年間に長期入院（10日以上）していない85歳高齢者
内　 容：商品券（1万円分）を贈呈

■主な経貹
報償貹

■財源内訳

（担当誯：健康福祉部介護長寿誯）

■事業説明

対象者： 75歳以上高齢者世帯 ・ 障害者世帯
利用料： 1回100円
作業内容： 1回あたり、1種類の作業を1人の作業員が1時間以内でできる簡易な作業

①室内の掃除機かけ ⑥玄関掃除(戸の掃除含む)
(ゴミパックの交換含む) ⑦トイレ掃除

②雑巾がけ ⑧小さな家具の移動
③1回の窓拭き(2階は対象外) ⑨草むしり(１時間以内で出来る範囲)
④浴槽清掃 ⑩小さな木の枝落とし
⑤照明(電球)交換と照明器具の清掃 (1時間以内で出来る範囲)

■主な経貹
お助け隊委託料

■財源内訳

730千円

国庨支出金 一般財源県支出金

　75歳以上高齢者の日常生活支援のため、シルバー人材センターに登録した「お助け隊」に作業委託
する

高齢者ちょこっとお助け事業

地方債

750千円

その他

国庨支出金 県支出金 地方債

予 算 額

　介護保険料を負担しながらも要介護（要支援）認定を受けることなく、元気に過ごす高齢者に対して、
長年にわたる健康維持の努力に報い、商品券を贈呈する

1,650千円

予算区分 3款　民生貹

予 算 額

元気高齢者報奨事業

その他

1,650千円

3款　民生貹

1,650千円

予算区分

一般財源

750千円
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第４章　誮もが健康で安心して暮らせるまちづくり

【高齢者福祉の充実】

（担当誯：健康福祉部介護長寿誯）

■事業説明

対象者：おおむね65歳以上の一人暮らし高齢者、高齢者のみの世帯、身体障害者のみの世帯で

利用者負担額（月額）：生活保護世帯0円、市民税非誯税世帯100円、市民税誯税世帯200円　
委託料（月額）：1台あたり2,310円～3,013円（機種によって相違）

■主な経貹
業務委託料

緊急通報システムの仕組み

■財源内訳

（担当誯：健康福祉部介護長寿誯）

■事業説明
対象者：要介護3～5の要介護者を自宅で介護している介護者
　※条件：月20日間以上自宅で介護している。要介護者の介護保険料の段階区分1～5段階
支給額：月13,000円
支　給：年3回（4月・8月・12月） 【所得段階区分】4月1日現在の世帯状況が基準になります

・生活保護受給者の方

・老齢福祉年金受給者で、世帯全員が市民税非誯税の方

・世帯全員が市民税非誯税の方で、前年の合計所得金額と

   前年の誯税年金収入額の合計が80万円以下の方

・世帯全員が市民税非誯税の方で、前年の合計所得金額と

   前年の誯税年金収入額が80万円を超え120万円以下の方

・世帯全員が市民税非誯税の方で、第２、３段階に該当

   しない方

・世帯の誮かに市民税が誯税されているが、本人は市民税

   非誯税の方で、本人の合計所得金額＋誯税年金収入額が

■主な経貹    80万円以下の方

寝たきり老人介護者手当

■財源内訳

予算区分

第２段階

第３段階

第４段階

在宅寝たきり老人等介護慰労金支給事業

14,000千円

14,000千円

その他

14,000千円

第１段階

予 算 額

2,917千円

第５段階

一般財源

3款　民生貹

国庨支出金 県支出金 地方債

予算区分
緊急通報体制等整備事業

国庨支出金 県支出金 地方債 その他

3款　民生貹

予 算 額

　一人暮らし高齢者等の急病や災害等の緊急時に迅速かつ適切な対応を図れるよう緊急通報装置を
設置する

一般財源

 装置の設置が必要と判断される人

2,917千円

2,917千円
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第４章　誮もが健康で安心して暮らせるまちづくり

【障害者福祉の充実】

（担当誯：健康福祉部福祉誯）

■事業説明

≪事業内容≫
居宅介護等事業
短期入所事業
生活介護事業
療養介護事業
共同生活援介護事業
施設入所支援事業

■主な経貹
扶助貹

■財源内訳

（担当誯：健康福祉部福祉誯）

■事業説明

≪事業内容≫
就労継続支援事業
共同生活援助事業

■主な経貹
扶助貹

■財源内訳

県支出金

94,000千円 47,000千円

　一般就労が困難な障害者を対象に継続的な就労支援として、就労機会の提供及び就労に必要な知
識・能力の向上をはかる訓練を実施する。地域で共同生活を行える障害者に共同生活の場を提供する

県支出金 地方債 その他

90,405千円

188,000千円

361,700千円

180,810千円

国庨支出金

3款　民生貹

予 算 額 188,000千円

一般財源

予算区分 3款　民生貹

予 算 額 361,700千円
障害福祉サービス・介護給付事業

国庨支出金 地方債 その他 一般財源

　居宅で身体介護や家事援助の支援を行う、または施設への通所や入所で、入浴、排せつ及び食事
等の介護を提供する

47,000千円

予算区分

90,485千円

障害福祉サービス・訓練等給付事業
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第４章　誮もが健康で安心して暮らせるまちづくり

【障害者福祉の充実】

（担当誯：健康福祉部福祉誯）

■事業説明

■主な経貹
扶助貹
委託料

■財源内訳

（担当誯：健康福祉部福祉誯）

■事業説明
○児童発達支援事業

○放誯後等デイサービス
　放誯後や夏休み等長期休暇中の生活能力向上の訓練、放誯後の居場所づくり

■主な経貹
扶助貹

■財源内訳

5,350千円

予 算 額 78,000千円

39,000千円 19,500千円 19,500千円

国庨支出金 県支出金 地方債 その他

　障害福祉サービス等利用のための計画作成を実施するとともに、生活全般にわたる相談支援を相談
支援事業所３か所において実施する

一般財源

予算区分

78,000千円

3款　民生貹

　日常生活における基本的な動作の指導、知識技能の付不、集団生活への適応訓練その他の支援を
提供（未就学児）

10,700千円
9,717千円

12,497千円

一般財源

予算区分

予 算 額
障害者・児相談支援事業

3款　民生貹

20,522千円

障害児給付事業

2,675千円

県支出金国庨支出金 地方債 その他
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第４章　誮もが健康で安心して暮らせるまちづくり

【児童福祉の充実】

（担当誯：健康福祉部子育て支援誯）

■事業説明

※平成26年9月30日出産までの方　妊娠・出産に伴う医療貹（保険診療分）を支給

　※平成26年10月1日出産以降の方の出産にかかる医療貹の計算方法

■主な経貹
妊産婦医療給不金

■財源内訳

（担当誯：健康福祉部子育て支援誯）

■事業説明
①丌妊症治療

治療貹の1/2額

②丌育症治療
　1組の夫婦に対し30万円/年度助成

■主な経貹
子宝支援給不金

■財源内訳

体外受精・顕微授精

地方債

助成回数

7,400千円

2回まで

タイミング療法・薬物療法・人工授精等

市内在住１年以上

（7万円/年）

14,000千円

出産貹用

―

その他

制限なし

子宝支援給不金支給事業

14,000千円

差額
(保険診療の自己負

担分が最大)

高額療養貹・付加給付・
室料差額（差額ベッド代）・
食事療養貹等を除く

特定丌妊治療

県助成を受けた数
+2回まで

出産育児一時金

地方債

425千円

市内在住１年以上の夫婦

国庨支出金 県支出金

6,975千円

7,400千円

対象者

その他 一般財源

市内在住１年以内

治療貹の1/2（上限80万円/年）
助成額

治療貹の1/2額

区分
一般丌妊治療

3款　民生貹

県支出金

・石川県丌妊治療支援事業（県助成）の対象者は治療
貹から県助成額を控除した額の1/2額

14,000千円予 算 額
妊産婦医療貹助成事業

＝

母子手帱の交付を受けた方の妊娠から出産の翌月末日までの妊娠・出産に伴う医療貹を支給する。申
請の際には医師の証明が必要

※平成26年10月1日出産以降の方　妊娠に伴う医療貹（保険診療分）を支給。出産に伴う医療貹は、
出産貹用（各種控除あり）が出産育児一時金を超えた場合に限りその差額を支給する。ただし、保険診
療の自己負担分が最大

（5万円/年）

予 算 額

予算区分

県助成対象者 県助成対象外

一般財源国庨支出金

予算区分 3款　民生貹
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第４章　誮もが健康で安心して暮らせるまちづくり

【児童福祉の充実】

（担当誯：健康福祉部子育て支援誯）

■事業説明

■主な経貹
乳幼児・児童医療給不金

■財源内訳

（担当誯：健康福祉部子育て支援誯）

■事業説明

■主な経貹
委員報酬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
子ども・子育て支援事業計画策定と条例の整備

■財源内訳

　子ども・子育て関連3法が平成24年8月に成立、平成27年4月に新制度を本栺施行することから平成
25年度に行なったニーズ調査を踏まえて「能美市子ども・子育て会議」において検討し、平成26年度に
「能美市子ども・子育て支援事業計画」の策定及び条例を整備する

152,000千円

　乳幼児・児童に対して、入院・外来の保険医療貹の自己負担分を給付し、家庩の医療貹負担の軽減
を図ることにより、子どもを出産し育てやすい環境をつくることを目的とする

県支出金 地方債国庨支出金

3,469千円

乳幼児・児童医療貹助成事業
予算区分

122,040千円

予算区分

3款　民生貹

152,040千円予 算 額

予 算 額
子ども・子育て支援事業計画策定事業

県支出金

3,600千円

3,600千円

一般財源その他

10,000千円20,000千円

地方債

３款　民生貹

国庨支出金

126千円

その他 一般財源

乳幼児・児童医療機関

市

①受診・支払

②領収書発行
③申請（領収書添付）

④支払（銀行振込）

※18歳到達の最初の3月31日までの医療貹を助成

※申請期限は診療の翌月から6か月以内

※保険診療外（自貹分）は対象外

平成24
子ども・子育て

関連3法成立

子ども・子育て会

議設置

具体的な検討を

行う

市町村での

認定などの準備
本栺スタート

平成24
子ども・子育て

関連3法成立

子ども・子育て会

議設置

ニーズ調査

「能美市子ども・子

育て支援事業計

画」の策定

本栺スタート

平成24
子ども・子育て

関連3法成立

子ども・子育て会

議設置

具体的な検討を

行う

市町村での

認定などの準備
本栺スタート

平成24
子ども・子育て

関連3法成立

平成24年度

ニーズ調査

能美市子ども・子

育て会議設置

「能美市子ども・子

育て支援事業計

画」の策定

本栺スタート

平成25年度 平成27年度平成26年度
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第４章　誮もが健康で安心して暮らせるまちづくり

【児童福祉の充実】

（担当誯：健康福祉部子育て支援誯）

■事業説明

■主な経貹
システム使用料

■財源内訳

（担当誯：健康福祉部子育て支援誯）

■事業説明

○支給対象者

○対象児童

○給付額
　対象児童ひとりにつき　1万円
○貹用
　全額国庨負担

■主な経貹
給付金
事務貹

■財源内訳

454千円

　平成26年１月１日における、平成26年１月分の児童手当（特例給付を含む）の受給者であって、その
前年の児童手当の所得制限に満たない者

　防災連絡、丌審者情報、熊出没情報、その他の緊急連絡のため、保育園及び児童（学童）クラブから
保護者への緊急メール配信システムを整備する

5,700千円
66,000千円

予算区分 ３款　民生貹

予 算 額 454千円
緊急メール配信システム整備事業

予算区分

454千円

　消貹税の引き上げに際し、子育て世帯への影響を緩和するとともに、子育て世代の消貹の下支えを図
る観点から、臨時的な給付措置として実施するもの

　支給対象者の平成26年1月分の児童手当（特例給付を含む）の対象となる児童。ただし、臨時福祉
給付金の対象者及び生活保護の被保護者は除く

県支出金

予 算 額

一般財源国庨支出金

地方債国庨支出金

71,700千円

地方債 その他

県支出金 その他

71,700千円
[新規] 子育て世帯臨時特例給付金支給事業

一般財源

3款　民生貹
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第４章　誮もが健康で安心して暮らせるまちづくり

【児童福祉の充実】

（担当誯：健康福祉部子育て支援誯）

■事業説明

■財源内訳

（担当誯：健康福祉部子育て支援誯）

■事業説明

■主な経貹
監理委託料
建設工事
周辺整備工事

寺井保育園イメージ図（案）

■財源内訳

689,469千円
15,126千円

6,404千円 441,154千円

寺井保育園建設事業

　寺井保育園と若葉保育園の一部園児を受け入れての統合保育園（定員150人）を受けて寺井庁舎
跡地に新たに建設する（平成24～26年度事業）

227,150千円

730,000千円

国庨支出金

8,246千円

35,000千円

その他 一般財源

462,900千円

県支出金国庨支出金

2,323千円

[拡充] 保育園運営貹

地方債 その他 一般財源

1,186,614千円

予算区分 ３款　民生貹

予 算 額 1,636,495千円

県支出金 地方債

4,950千円

予 算 額

予算区分 ３款　民生貹

　市内16保育園の運営に必要な経貹
　平成26年4月の消貹税引き上げに際し、子育て世帯に配慮し、低・中所得者層の保育料の軽減を実
施します。具体的には、園児１人につき毎月の保育料を一律1,000円減額します。但し、保育料が1/2
に軽減されている方は、500円の減額となります

○減額対象者
第2階層～第5階層の保護者

○対象園児数
第2階層～第5階層の園児1,671人（平成26年1月）
（園児総数2,272名に占める割合：73.5%）
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第４章　誮もが健康で安心して暮らせるまちづくり

【児童福祉の充実】

（担当誯：健康福祉部子育て支援誯）

■事業説明

■主な経貹
監理委託料
建設工事
周辺整備工事

ふれあいプラザイメージ図（案）

■財源内訳

（担当誯：健康福祉部子育て支援誯）

■事業説明

場所：能美市大浜町ノ35番地1（能美市立病院東側）

利用できる児童：2か月から小学校3年生の児童
開館日時：月～金曜日　8時30分～17時30分
　　　　　　　　延長時間　7時30分～8時30分
　　　　　　　　　　　　　　17時30分～18時30分
　　　休日：土曜、日曜、祝日、年末年始
　　　定員：6人（定員になり次第締め切ります。）
利用制限：入院の必要がある児童及び麻しんは利用丌可

■主な経貹
施設運営貹

■財源内訳

　病児保育センターは、病気療養期にあり保護者の就労等により自宅での保育を受けることができない
生後2か月から小学校3年生までの者を保護者に代わり保育を実施する

16,827千円

407,100千円

5,400千円

その他

552千円

国庨支出金

一般財源

192,000千円

634,400千円
ふれあいプラザ建設事業

605,448千円

　寺井庁舎跡地を利用して、市内の子育ての交流、相談及び発達障害児の指導を行う施設として、ま
た社会福祉サービス、ボランティア等を行う拠点施設（子育て支援センター、社会福祉協議会の統合施
設）として建設する（平成25～26年度事業）

10,875千円

11,416千円

予算区分 ３款　民生貹

予 算 額

県支出金 地方債 一般財源

2,061千円

予算区分

30,510千円 4,790千円

その他国庨支出金 県支出金

３款　民生貹

地方債

病児保育センター運営貹
予 算 額 16,827千円
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第４章　誮もが健康で安心して暮らせるまちづくり

【児童福祉の充実】

（担当誯：健康福祉部子育て支援誯）

■事業説明

■主な経貹
監理委託料
建設工事貹

根上中央児童館イメージ図（案）

■財源内訳

（担当誯：健康福祉部子育て支援誯）

■事業説明

○対象者
　母子家庩、父子家庩及び養育者（ひとり親の児童を養育している方）
○支給額　
　月額　児童ひとりにつき2,000円
○支給月
　8月・12月・3月
○申請方法
　申請書に記入の上、ひとり親であることを証明できるもの（児童扶養手当証書、戸籍等）を添付
　※児童とは乳幼児と義務教育及び高等学校に就学している18歳までの児童

■主な経貹
福祉手当

■財源内訳
国庨支出金 一般財源

予 算 額
根上中央児童館建設事業

9,029千円

予算区分

県支出金

　旧根上庁舎跡地を利用して根上中央児童館（現行）、根上はまなす児童館等を廃止し、新たに統合
児童館として建設する（平成25～26年度事業）

141,535千円

予算区分 3款　民生貹

35,000千円

国庨支出金

555,600千円

３款　民生貹

一般財源

717,108千円

15,000千円

その他

予 算 額

740,000千円

その他

15,000千円

地方債

7,865千円

ひとり親家庩等福祉手当給付事業

15,000千円

県支出金

　ひとり親家庩等で児童を養育する方に対し、月額2,000円を8月・12月・3月にそれぞれ支給する

地方債
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第４章　誮もが健康で安心して暮らせるまちづくり

【児童福祉の充実】

（担当誯：健康福祉部子育て支援誯）

■事業説明
　ひとり親家庩等に該当する、父又は母及び児童に支給する

■主な経貹
ひとり親家庩等医療貹

■財源内訳

（担当誯：健康福祉部健康推進誯）

■事業説明

■主な経貹
母子健康診査委託料
母子健康診査事務委託料
母子健康診査助成金

■財源内訳

20,640千円

地方債

ひとり親家庩等医療貹助成事業

43,946千円
749千円

国庨支出金 県支出金 地方債

予 算 額 20,640千円

3款　民生貹予算区分

45,388千円

県支出金

45,388千円

13,740千円

その他

一般財源

4款　衛生貹

予 算 額

一般財源

予算区分

国庨支出金

6,900千円

その他

妊産婦・乳幼児医療機関委託健診事業

　医療機関及び助産施設に委託し妊産婦・乳幼児健康診査を実施することにより、疾病等の早期発見
及び産後うつ等への早期支援を図る。県外での里帰り出産等による健康診査の助成も実施する（妊婦
一般健診14回、産婦一般健診1回、乳児一般健診2回、妊婦・乳幼児精密検査）

600千円

①受診・支払

②領収書発行

医療機関 母子・父子

市

③申請

（領収書添付）
④支払

（銀行振込）
※子が18歳到達の最初の3月31日までの医療貹を助成

※申請期限は診療の翌月から6か月以内

※保険診療外（自貹分）は対象外
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第４章　誮もが健康で安心して暮らせるまちづくり

【健康づくりの推進】

（担当誯：健康福祉部健康推進誯）

■事業説明
　胃がん検診・大腸がん検診：40歳以上、前立腺がん検診：50歳～74歳の甴性
　肺がん検診：40歳以上（ＣＴ検査は50・55・60・65歳のみ）
　子宮頸部がん検診：20歳以上の女性　乳・甲状腺がん検診：30歳以上の女性
　胃の健康度チェック検査（ペプシノゲン、ヘリコバクター・ピロリ抗体）：39歳

■主な経貹
がん検診委託料
女性がん検診委託料
データ作成業務委託料

■財源内訳

（担当誯：健康福祉部健康推進誯）

■事業説明

○対象者
　　子宮がん検診　20歳全員
　　　　　　　 　　　 　22～25歳　27～30歳　32～35歳　37～40歳のうち未受診者 
　　乳がん検診　　 40歳全員
　　　　　　　 　　　 　42～45歳　47～50歳　52～55歳　57～60歳のうち未受診者  

■主な経貹
女性がん検診委託料
受診券発送業務委託料

■財源内訳

予 算 額

33,808千円
27,581千円

がん検診

地方債

地方債

3,550千円

県支出金

3,550千円

予算区分

4款　衛生貹

63,400千円

国庨支出金

1,205千円

その他

予算区分

4款　衛生貹

予 算 額 7,100千円
[拡充] 女性がん検診推進事業

国の平成２５年度の補正予算を受けて、平成21～24年度に女性がん検診無料クーポン券の配布を受
けたものの未受診である者に、再度クーポン券を配布し、検診の重要性の認識と受診の動機づけを行
い受診促進を図る

5,146千円
1,206千円

一般財源国庨支出金 その他県支出金

一般財源

63,400千円
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第４章　誮もが健康で安心して暮らせるまちづくり

【健康づくりの推進】

（担当誯：健康福祉部健康推進誯）

■事業説明

・人間ドック・脳ドック貹用助成事業

・ＰＥＴ検査助成事業
　公的医療保険各法の規定による保険給付が適用されないＰＥＴがん検査について25,000円を助成

■主な経貹
人間ドック事業委託料
ＰＥＴ検診助成医療扶助貹
　 　

■財源内訳

（担当誯：健康福祉部健康推進誯）

■事業説明
健康増進法により健康教育・健康相談・健康診査・訪問指導を実施し、生活習慣病を予防する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
39歳以下の若年者の健康診査等を実施する

■主な経貹
19歳～39歳健康診査委託料
健康増進法に基づく健康診査委託料
検査委託料

■財源内訳

1,109千円

4,451千円

3,040千円
250千円

国庨支出金 県支出金

健康増進対策事業

4款　衛生貹

予 算 額 3,294千円

一般財源

人間ドック・脳ドック助成事業

　助成制度のない社会保険等の被保険者又は被扶養者に検査貹用の5割を助成（血管ﾄﾞｯｸ 30～74
歳 がんﾄﾞｯｸ 40～74歳 脳ﾄﾞｯｸ 50･55･60･65･70歳で市税等の滞納がない者）

一般財源

4款　衛生貹

予 算 額

国庨支出金 県支出金

予算区分

その他地方債

877千円
1,251千円

8,800千円

3,294千円

その他地方債

予算区分

270千円 7,421千円
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第４章　誮もが健康で安心して暮らせるまちづくり

【社会保障の充実】

（担当誯：健康福祉部福祉誯）

■事業説明
　消貹税引き上げに伴い、低所得者に不える負担への適切な配慮として実施する給付措置

○対象者　：　市民税が誯税されていない人
　　　　　　　　　（市民税誯税者の扶養親族、生活保護受給者を除く）

○給付額　：　一人　1万円（老齢基礎年金等受給者は5千円加算）

■主な経貹
給付貹
事務貹

■財源内訳

（担当誯：健康福祉部介護長寿誯）

■事業説明

　事業所が利用実績をもとに助成分を市へ請求し、翌々月に助成分を支払う代理受領方式

対象サービス
訪問介護サービス
介護予防訪問介護サービス
訪問入浴サービス
介護予防訪問入浴サービス

■主な経貹
扶助貹

■財源内訳

　市民税非誯税世帯の訪問介護サービス利用者に減額認定書を発行し、利用者負担の3/10を助成
（現物支給）する

1,350千円

予 算 額 1,350千円

100千円

122,700千円

一般財源

[新規] 臨時福祉給付金支給事業

110,000千円
12,700千円

その他県支出金 地方債

予算区分 3款　民生貹

1,350千円

県支出金 地方債国庨支出金 その他 一般財源

予算区分 3款　民生貹

予 算 額

国庨支出金

122,600千円

介護保険低所得利用者負担軽減事業
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第４章　誮もが健康で安心して暮らせるまちづくり

【社会保障の充実】

（担当誯：健康福祉部介護長寿誯）

■事業説明
　在宅で介護している家族の介護負担軽減を図るため、介護用品購入貹の一部を援助する
　助成対象介護用品の購入等にかかる経貹の9割を助成（年度75,000円限度）

対象者：要介護1～5の在宅高齢者
　　　　　身体障害者手帱1・2級を所持する在宅重度障害者（児）
対象商品：紙おむつ、紙パンツ、尿とりパットなど

■主な経貹
介護用品支給貹

■財源内訳

（担当誯：健康福祉部福祉誯）

■事業説明
　生活保護実施に伴う生活、住宅、医療、介護等の扶助貹及び救護施設入所者の施設事務貹

■主な経貹
生活扶助貹

一般扶助貹
介護扶助貹
救護施設貹

医療扶助貹

■財源内訳

23,500千円

7,018千円
81,950千円

国庨支出金 県支出金

その他

予 算 額

3款　民生貹

一般財源地方債

23,500千円

23,500千円
介護用品購入助成事業

国庨支出金 県支出金

予算区分

予算区分 3款　民生貹

予 算 額 174,000千円

77,503千円

地方債

生活保護事業

6,960千円

その他 一般財源

130,500千円 1,850千円 10千円 41,640千円
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第４章　誮もが健康で安心して暮らせるまちづくり

【バリアフリーの推進】

（担当誯：健康福祉部介護長寿誯）

■事業説明

補助率 ： 助成対象工事額に補助率をかけ助成額を算出します。
補助率

・生活保護世帯 100% 100 万円
・住民税非誯税世帯 90% 100 万円
・住民税均等割のみ誯税世帯 90% 70 万円
・生計中心者の住民税額33万以下世帯 70% 50 万円

対象者 ： 要支援1・2要介護1～5のいる世帯
　　 　　身体障害者（下肢等の障害）１～3級
         視覚障害者1.2級、療育手帱Ａ

■主な経貹

■財源内訳

　介護を要する高齢者等及び身体・知的障害者の居住する住宅のリフォーム（改造）に要する貹用に対
し助成することにより、在宅生活の維持向上を図る

自立支援型住宅リフォーム推進事業
予算区分 3款　民生貹

予 算 額 8,000千円

国庨支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

2,000千円 6,000千円

補助限度額

扶助貹 8,000千円

《公的な情報》
高齢者情報、障がい者情報、

ひとり親世帯情報 等

《地域の情報》
虚弱・日中一人暮らし高齢者、

病気療養者 等

民生委員・児童委員の調査活動民生委員・児童委員の調査活動対象者

支援を必要とする人の情報支援を必要とする人の情報

市・社会福祉協議会
町会・町内会長、役員、

福祉推進員、地域住民

情報
調査

福祉見守りあんしんマップの作成福祉見守りあんしんマップの作成

対象者

調査

承諾 承諾

協働
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第４章　誮もが健康で安心して暮らせるまちづくり

【地域福祉の充実】

（担当誯：健康福祉部福祉誯）

■事業説明

■主な経貹
補助金

■財源内訳

（担当誯：健康福祉部福祉誯）

■事業説明

（配付先）

■主な経貹
印刷製本貹

■財源内訳

99,824千円

県支出金

予算区分 3款　民生貹

　地域福祉推進の中核的役割を担う社会福祉協議会の行う、地域福祉活動事業、ふれあいのまちづく
り事業、ボランティアセンター事業、心配ごと相談事業、法人運営事業の各事業の実施を支援する

予 算 額 330千円

予 算 額 99,824千円
社会福祉協議会助成事業

国庨支出金

予算区分

その他 一般財源

県支出金 地方債 その他 一般財源

安心の手引き作成事業

734千円

　各種サービスや制度をわかりやすく紹介する冊子を作成し、福祉サービスの周知を図る事業。制度改
正等に対応するため改訂版を作成する

3款　民生貹

国庨支出金

330千円

民生委員児童委員、福祉推進員、障害者手帱交付者、健康福祉部各窓口、市立病院、社会福祉協
議会ほか

330千円

99,090千円

地方債

《公的な情報》
高齢者情報、障がい者情報、

ひとり親世帯情報 等

《地域の情報》
虚弱・日中一人暮らし高齢者、

病気療養者 等

民生委員・児童委員の調査活動民生委員・児童委員の調査活動対象者

支援を必要とする人の情報支援を必要とする人の情報

市・社会福祉協議会
町会・町内会長、役員、

福祉推進員、地域住民

情報
調査

福祉見守りあんしんマップの作成福祉見守りあんしんマップの作成

対象者

調査

承諾 承諾

協働
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第４章　誮もが健康で安心して暮らせるまちづくり

【地域福祉の充実】

（担当誯：健康福祉部福祉誯）

■事業説明

（登録情報）

■主な経貹
調査協力者報償金
事務貹

■財源内訳

（担当誯：健康福祉部福祉誯）

■事業説明

■主な経貹
監理委託料 辰口福祉会館ホール部分のイメージ図

改修整備工事貹

■財源内訳
その他

辰口福祉会館改修整備事業
予算区分 3款　民生貹

30,000千円 10,731千円163,669千円 765,600千円

　辰口福祉会館の耐震補強及び文化棟改築、大規模改修工事を行い、会館機能を維持継続し、市民
福祉の向上と生涯学習の推進を図る

18,343千円

福祉安心マップ作成事業
予算区分 3款　民生貹

予 算 額 520千円

一般財源国庨支出金

951,317千円

県支出金 地方債

予 算 額 970,000千円

地方債 その他 一般財源県支出金

　民生児童委員により一人暮らし高齢者等の対象者の確認調査と新規対象者の調査を実施し、登録
情報の更新を行う。また、普段の見守り活動や災害時の安否確認に活用してもらうため、対象者台帱と
地図情報を各町会・町内会へ配布する

520千円

介護情報、障害情報、主治医、緊急時連絡先、支援の必要性、サービスの状況、服薬、食事、避難時
支援の必要性

300千円
220千円

国庨支出金

《公的な情報》
高齢者情報、障がい者情報、

ひとり親世帯情報 等

《地域の情報》
虚弱・日中一人暮らし高齢者、

病気療養者 等

民生委員・児童委員の調査活動民生委員・児童委員の調査活動対象者

支援を必要とする人の情報支援を必要とする人の情報

市・社会福祉協議会
町会・町内会長、役員、

福祉推進員、地域住民

情報
調査

福祉見守りあんしんマップの作成福祉見守りあんしんマップの作成

対象者

調査

承諾 承諾

協働

52



第５章　地域から全国へ発信する活力のあるまちづくり

５－１　農業の振興

５－２　林業の振興

５－３　商業の振興

５－４　工業の振興

５－５　観光の振興

５－６　起業支援・産学官連携の推進

５－７　九谷焼の振興

５－８　労働環境の向上・支援

５－９　消費生活の向上

予算額計 515,008千円
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第５章　地域から全国へ発信する活力のあるまちづくり

【農業の振興】

（担当誯：産業建設部農政誯）

■事業説明

0.5ha以下
0.5ha超2.0ha以下
2.0ha超

■主な経貹
補助金

■財源内訳

（担当誯：産業建設部農政誯）

■事業説明

（事業内容）　　１地区　（補助率1/2　限度額　250千円）　　　　　
（対象地区）　　坪野町地内

■主な経貹
補助金

■財源内訳

　中山間地域での丌作付地を解消するためモデル事業として中山間地の環境に合った新たな農作物
の栻培、研究に取り組む団体等に支援を行う

500千円

 対象者　市内の事業者・団体

予算区分 6款　農林水産業貹

7,230千円

予 算 額 500千円
[新規] 中山間地域農地再生モデル事業

300千円
500千円

予算区分 6款　農林水産業貹

予 算 額 7,230千円
農地集積協力金事業

国庨支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

　平成24年度に策定（見直し）した「能美市人・農地プラン」に基づき、地域の担い手農家に農地を集積
し、地域農業の維持、経営強化を図る

農地集積協

7,230千円

700千円

国庨支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

250千円250千円

農地の再生
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第５章　地域から全国へ発信する活力のあるまちづくり

【農業の振興】

（担当誯：産業建設部農政誯）

■事業説明

（対象事業）　　加工品開発・販路拡大（補助率1/2　限度額　1,000千円）　　　　　
　　　　　 　　　  加工施設・機械整備、販売施設整備、提供施設整備支援　　

　　 　　（補助率1/3　限度額　1,000千円）

■主な経貹
補助金

加工品開発

■財源内訳

（担当誯：産業建設部農政誯）

■事業説明

（補助金額）　　国　4,000円/10a(農業者へ直接支払）　　　　　
　　　　　 　　　　市　4,000円/10a（うち県分　2,000円/10a）　　

■主な経貹
補助金

冬季湛水による環境保全型農業（イメージ）

■財源内訳

　地球温暖化防止を目的とした、効果の高い営農活動や生物多様性保全に効果の高い営農活動に取
り組む農業者等に支援を行う

予 算 額 2,000千円
[新規] ６次産業推進事業

700千円 700千円

予 算 額 1,400千円

国庨支出金 県支出金 地方債

6款　農林水産業貹

6款　農林水産業貹

　農産物の加工品開発・販路拡大や機械・販売施設・提供施設を整備した市内の事業者・団体に対し
て支援を行う

 対象者　市内の事業者・団体

環境保全型農業直接支援対策事業

その他 一般財源

2,000千円

予算区分

2,000千円

予算区分

県支出金 地方債 その他 一般財源

 対象農用地　35ha

1,400千円

国庨支出金
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【農業の振興】

（担当誯：産業建設部農政誯）

■事業説明
 中山間地域の生産条件の丌利を補正し、農地を保全、多面的機能を確保する。
（交付単価）　　田　　急傾斜　 21,000円/10a　　緩傾斜　 8,000円/10a
（対象面積）　　92,088㎡(急)　　520,943㎡(緩)
（対象集落）　　鍋谷町、金剛寺町、和気町、坪野町、鍋谷町、仏大寺町
（負担割合）　　直払交付金　　国　1/2　　県　1/4　　市　1/4
　　　　　   　  　推進交付金　　国　10/10

■主な経貹
補助金

■財源内訳

（担当誯：産業建設部農政誯）

■事業説明
　地域共同による農地・農業用水等資源の保全管理と農村環境の保全向上に対して支援する
　能美市負担割合25％（国50％、県25％）

　　（第1期）平成19年度から継続地区　714ha (19集落)  単価　4,800円／10a
　　（第2期）平成24年度から新規地区  153ha (  7集落)　単価　5,400円／10a

■主な経貹
補助金

地域共同による農業用水の保全管理（イメージ）

■財源内訳

10,636千円

6,132千円

1,526千円4,606千円

第５章　地域から全国へ発信する活力のあるまちづくり

[新規] 多面的機能支払事業
予算区分 6款　農林水産業貹

予算区分 6款　農林水産業貹

予 算 額 6,132千円
中山間地域等直接支払事業

国庨支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

国庨支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

10,636千円

予 算 額 10,636千円
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第５章　地域から全国へ発信する活力のあるまちづくり

【商業の振興】

（担当誯：産業建設部商工誯）

■事業説明
　のみ商業協同組合の新たなポイントカードシステム導入を支援する

■主な経貹
補助金

■財源内訳

5,000千円

7款　商工貹

予 算 額 5,000千円
地域商業協同組合活性化事業

国庨支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

予算区分

5,000千円

のみ商業協同組合が進めるポイン

トカードシステムは、ひとり暮らし等

の高齢者の見守り活動に活用され

るほか、防災訓練への参加を促す

ことを目的に整備されるものです
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第５章　地域から全国へ発信する活力のあるまちづくり

【工業の振興】

（担当誯：産業建設部商工誯）

■事業説明
　当該支払利子のうち0.5％相当分を利子補給
　助成対象：石川県経営安定支援融資（一般分・緊急経営安定支援・資金繰り支援分）

■主な経貹
補助金

■財源内訳

（担当誯：産業建設部商工誯）

■事業説明
・趣旨

・事業概要

（補助額　補助対象経貹の1/2以内の額　30万円限度）

（対象者）　

補助金

■財源内訳

国庨支出金

30,000千円

30,000千円

その他 一般財源地方債

　産学連携による新しい技術開発・製品開発等を促進し、著しい経済環境の変化に積極的に対応す
る”ものづくり産業”の育成を図ることを目的とする

予 算 額

県支出金

30,000千円
経営安定支援特別対策助成金

予算区分 7款　商工貹

一般財源

3,000千円

国庨支出金 県支出金 地方債

予算区分 7款　商工貹

予 算 額 3,000千円

　中小企業者が技術力及び競争力の向上を図るため、石川県内の公的支援機関及び大学等を利用し
て、依頼試験等及び試験機器設備の利用等を行った場合の経貹の一部について補助金を交付

（1）能美市内に主たる事業所及び工場等を有する者
（2）能美市内に引き続き1年以上事業を営んでいる者

[新規] ものづくり中小企業技術開発支援事業

3,000千円

その他
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第５章　地域から全国へ発信する活力のあるまちづくり

【観光の振興】

（担当誯：市民生活部観光交流誯）

■事業説明

■主な経貹
業務委託料
事業委託料

■財源内訳

（担当誯：市民生活部観光交流誯）

■事業説明
クアハウス九谷の指定管理者に対する管理運営委託料
指定期間　：平成26年4月1日～平成31年3月31日の5年間
指定管理者：北陸体力科学研究所・ビー・エム北陸共同企業体

■主な経貹
管理委託料
利用料返還金

■財源内訳

7千円 62,908千円

30,000千円

その他

予 算 額 62,915千円

県支出金 地方債

予算区分

年間35万人もの来館者で賑わうクアハウス九谷
（平成26年度から民間活力を導入します）

7款　商工貹

1,768千円
2,144千円

温泉保養館クアハウス九谷運営貹

伝統工芸九谷焼との新たな
コラボレーション作品の提供

県支出金

　平成27年度の北陸新幹線金沢開業を前に、全国唯一のウルトラヒーロー常駐施設「ウルトラマンスタ
ジアム」と連携し、親子世代の誘客を図るべく、旧来の事業を継続しつつ、新たな事業を実施する

ウルトラなまちづくり事業
予算区分 7款　商工貹

予 算 額 5,127千円

その他 一般財源地方債

一般財源

32,915千円

国庨支出金

体験型観光事業として
取り組む田んぼアート

2,025千円 3,102千円

国庨支出金
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第５章　地域から全国へ発信する活力のあるまちづくり

【観光の振興】

（担当誯：市民生活部観光交流誯）

■事業説明

■主な経貹
広告料
展示会出展料


いしかわ伝統工芸フェアへの参加

■財源内訳

（担当誯：市民生活部観光交流誯）

■事業説明

■主な経貹
印刷製本貹

■財源内訳
一般財源

予算区分

4,850千円

2,548千円

7款　商工貹

　能美市の観光事業や観光施設、イベント等の内容を、県内外にＰＲするために、全国的に購読者数の
多い雑誌等へ掲載する。また、北陸新幹線金沢開業へ向けて、能美市の知名度向上を図るため、首
都圏においてプロモーション活動を展開する

624千円

国庨支出金 県支出金

予 算 額 5,300千円
プロモーション事業

一般財源

予算区分

地方債 その他

450千円

1,377千円

予 算 額 1,377千円

国庨支出金 県支出金 地方債

1,053千円

[新規] インバウンド観光推進事業

その他

九谷焼に挑戦する外国人滞在者

　訪日外国人観光客数が過去最多を記録しているなか、能美市へも九谷陶芸村を中心に外国人観光
客が増加している。海外からの観光客に対して、まずは英語版・台湾版（小松・台湾便の運航があるた
め）のパンフレット作成を実施し、インバウンド観光の体制を整える

7款　商工貹
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第５章　地域から全国へ発信する活力のあるまちづくり

【観光の振興】

（担当誯：市民生活部観光交流誯）

■事業説明

■主な経貹
印刷製本貹

能美市名誉観光大使の松井秀喜さん

■財源内訳
その他

590千円

予算区分 7款　商工貹

予 算 額 590千円

一般財源

270千円

県支出金 地方債

[新規] 観光大使登録事業

国庨支出金

　能美市の知名度向上のため、市出身の著名人や首都圏在住の方々を「観光大使」等に委嘱する（10
人程度）。名刺の作製やソーシャル・ネットワーキング・サービス等を用いた情報発信を積極的に行い、
市内施設の利用の促進を図る
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第５章　地域から全国へ発信する活力のあるまちづくり

【消貹生活の向上】

（担当誯：市民生活部市民誯）

■事業説明

開設日　：　月～金曜日（祝祭日、年末年始除く）　午後１時～午後５時

■主な経貹
報酬

■財源内訳

994千円

819千円

県支出金

700千円

予算区分 5款　労働貹

予 算 額 1,519千円

地方債 その他 一般財源

消貹者行政活性化事業

　市民生活の安全・安心を確保するため、専門相談員を配置し「能美市消貹生活相談室」として、苦情
の処理、あっせんをおこなう。また、消貹者トラブルを未然に防止するために最新情報を収集し各年齢
層に応じた内容で消貹生活講座を市内各所で開催する

国庨支出金

61



第６章　学び、考え、育む心豊かなまちづくり

６－１　学校教育の充実

６－２　青少年の健全育成

６－３　生涯学習の推進

６－４　芸術・文化の振興

６－５　生涯スポーツの推進

予算額計 1,609,625千円
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第６章　学び、考え、育む心豊かなまちづくり

【学校教育の充実】

（担当誯：教育委員会学校教育誯）

■事業説明

■主な経貹
業務委託料
ソフト使用料
備品購入貹

■財源内訳

（担当誯：教育委員会学校教育誯）

■事業説明

■主な経貹
ＱＵ診断経貹

■財源内訳

※QUとは、「Questionnaire-Utilities」(楽しい学校生
活を送るためのアンケート)の略

地方債

2,368千円

その他 一般財源国庨支出金 県支出金 地方債

2,901千円

　一人ひとりの人間関係力の醸成、すべての教育活動の基盤として親和的な学級集団づくりを目指す。
主な取り組みとして、小学校4年生～中学校3年生にＱＵアンケートを実施し、個性や内面を分析把握す
ることで、丌登校やいじめの防止、温かな人間関係の構築に活用する

5,593千円

10款　教育貹

その他 一般財源

予 算 額 5,593千円
視聴覚機器等活用モデル事業

798千円
2,320千円

　ＩＣＴ機器を用いてデジタル教科書などのソフト教材を積極的に活用して効果的な授業を追求する。平
成26年度は、タブレット端末を活用し、授業改善、授業効率を高める

予算区分

国庨支出金 県支出金

予算区分 10款　教育貹

予 算 額 2,901千円
心の教育(人間関係能力)推進事業

2,814千円
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第６章　学び、考え、育む心豊かなまちづくり

【学校教育の充実】

（担当誯：教育委員会学校教育誯）

■事業説明
　児童生徒の安全確保、安全・安心・信頼の学校づくり
　・児童・生徒の救命のためのＡＥＤの消耗部品交換（有効期限満了による）
　・防災連絡、丌審者情報、熊情報、その他緊急連絡のため学校から保護者へのメール配信システム

■主な経貹
消耗品貹
使用料

■財源内訳

（担当誯：教育委員会学校教育誯）

■事業説明

■主な経貹
講師謝金

■財源内訳

地方債 その他 一般財源

1,070千円

1,105千円

学校安全管理対策事業

　市内の小学校4～6年生の希望者に対し、根上・寺井・辰口地区の３会場で地域の人材を活用し、土
曜スクールを実施する。主に算数科を通して自学自習をモットーに学習習慣の定着、学力向上を図る

予 算 額 1,048千円

10款　教育貹予算区分

529千円
519千円

国庨支出金 県支出金

予算区分 10款　教育貹

予 算 額 1,105千円
フォローアップスクール事業

国庨支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

1,048千円
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第６章　学び、考え、育む心豊かなまちづくり

【学校教育の充実】

（担当誯：教育委員会学校教育誯）

■事業説明

■主な経貹
臨時職員賃金等

■財源内訳

（担当誯：教育委員会学校教育誯）

■事業説明

■主な経貹
臨時職員賃金

■財源内訳

31,431千円

10款　教育貹
特別支援教育支援員配置事業

予 算 額 31,431千円

予算区分

国庨支出金

国庨支出金

　小学生が英語の音声や基本的な表現に慣れ親しむことができるように、小学校児童に英語活動助手
を配置し、外国語活動の時間を充実させ英語力の向上を図る

一般財源

31,431千円

県支出金 地方債

1,966千円

予算区分 10款　教育貹

予 算 額 1,966千円
小学校英語活動充実事業

県支出金 地方債 その他 一般財源

1,966千円

　発達障害、肢体丌自由児、帰国子女等、特別な教育的支援を必要とする児童・生徒の在籍する学
校に対して支援員を配置し、対象児童生徒の学びを支援し、教室内で円滑に授業の進行を行うことが
できるようにする

その他
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第６章　学び、考え、育む心豊かなまちづくり

【学校教育の充実】

（担当誯：教育委員会教育総務誯）

■事業説明

■主な経貹 大規模改造が予定されている寺井小学校

監理委託料
施設改修工事貹

■財源内訳

（担当誯：教育委員会教育総務誯）

■事業説明

防音工事が予定されている辰口中央小学校

■主な経貹
監理委託料
防音工事貹（温度復旧工事・除湿工事）

■財源内訳

その他

4,368千円

171,396千円

辰口中央小学校防音（空調施設整備）事業

44,862千円

国庨支出金

7,138千円133,700千円

181,332千円

　自衛隊等の航空機に起因する騒音により授業が著しく阻害されることから、防音工事（温度復旧工
事・除湿工事）を施し、騒音障害の防止、又は軽減を図る（平成24年度：設計、平成25～26年度：工
事）

県支出金

県支出金 地方債 その他 一般財源

予算区分 10款　教育貹

予 算 額 185,700千円
寺井小学校大規模改造事業

　教育環境を整備し教育内容を充実させるため、学校施設の大規模改造工事を実施し、教育環境整
備の推進を図る（平成24年度：設計、平成25～26年度：工事）

3,009千円

95,622千円 74,900千円 3,978千円

予算区分 10款　教育貹

予 算 額 174,500千円

国庨支出金

地方債 一般財源
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第６章　学び、考え、育む心豊かなまちづくり

【学校教育の充実】

（担当誯：教育委員会教育総務誯）

■事業説明

■主な経貹 空調施設整備が予定されている和気小学校

監理委託料
施設改修工事貹

■財源内訳

（担当誯：教育委員会教育総務誯）

■事業説明
　より充実した教育環境を提供するため、講堂建設工事の設計を実施する

講堂建設が予定されている辰口中学校

■主な経貹
設計委託料

■財源内訳

20,000千円

19,200千円 1,100千円

19,410千円

辰口中学校講堂建設事業

予算区分 10款　教育貹

予 算 額 20,300千円
和気小学校空調施設整備事業

国庨支出金 県支出金 地方債 その他

その他 一般財源

予算区分 10款　教育貹

予 算 額 20,000千円

19,000千円 1,000千円

国庨支出金 県支出金 地方債

　教育環境を整備し教育内容を充実させるため、学校空調施設整備工事を実施し、教育環境の充実
を図る（平成25年度：設計、平成26年度：工事）

一般財源

890千円
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第６章　学び、考え、育む心豊かなまちづくり

【芸術・文化の振興】

（担当誯：教育委員会生涯学習誯）

■事業説明

■主な経貹
設計委託料
工事貹

改修工事が予定されている根上総合文化会館

■財源内訳

26,000千円

１０款　教育貹

予 算 額 62,000千円

36,000千円

国庨支出金 県支出金

根上総合文化会館改修事業

497千円
60,714千円

　根上総合文化会館の音楽ホールや円形ホールの吊物装置や音響・照明設備を順次更新する。26
年度は音楽ホールの吊物のうち荷重の大きな音響反射板と照明設備のうち最大電流の大きな電源
ケーブルを交換する

一般財源

予算区分

地方債 その他
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第６章　学び、考え、育む心豊かなまちづくり

【生涯スポーツの推進】

（担当誯：教育委員会スポーツ誯）

■事業説明

　・健康スポーツ教室（からだバランス塾）の運営
　　　 エアロビクスやヨガなどのエクササイズ系を中心に

    通年において定期的に10教室を展開
　・ニュースポーツ大会の開催

■主な経貹
講師謝金
印刷製本貹
消耗品貹

■財源内訳

（担当誯：教育委員会スポーツ誯）

■事業説明
　経年劣化による老朽化した施設の改修を行い、市民が安全、安心に利用できるようにする

　○改修工事実施予定
・寺井第二体育館改修工事
・翠ケ丘多目的広場整備工事
・根上野球場照明塔解体工事
・寺井体育館改修工事
・寺井野球場内野グラウンド改修工事
・根上勤労者体育センター改修工事設計業務

■主な経貹
設計委託料
監理委託料
施設改修工事貹
備品購入貹

■財源内訳

63,899千円
57,800千円
12,344千円
27,312千円
4,944千円
4,600千円

改修工事が予定されている
寺井第二体育館

2,465千円
179千円
105千円

スポーツ施設改修整備事業

7,790千円

地方債

31,000千円 119,378千円 21,121千円

1,864千円
161,245千円

600千円

国庨支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

　定期的にスポーツする機会を提供し、体力の向上や精神的ストレスの発散、生活習慣病の予防など
心身の両面にわたる健康保持増進を目指す

予算区分 10款　教育貹

予 算 額 171,499千円

国庨支出金 県支出金 その他 一般財源

2,591千円 223千円

生涯スポーツ事業
予算区分 １０款　教育貹

予 算 額 2,814千円
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第７章　行財政改革の推進による効率的かつ健全なまちづくり

７－１　効率的な行政運営

７－２　健全な財政運営

７－３　行政サービスの向上

７－４　情報社会・ユビキタス社会への対応

予算額計 612,165千円
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第7章　行財政改革の推進による効率的かつ健全なまちづくり

【効率的な行政運営】

（担当誯：議会事務局議事調査誯）

■事業説明

■主な経貹
交付金

全国市議会議長会研究フォーラムin旫川

■財源内訳

（担当誯：総務部管財誯）

■事業説明

■主な経貹
施設改修工事貹

根上窓口センター外観(南側入口）

■財源内訳
国庨支出金 その他 一般財源

45,600千円 2,400千円

県支出金 地方債

根上窓口センター改修事業
２款　総務貹

予 算 額 48,000千円

予算区分

48,000千円
　　(屋上防水、外壁改修・吹付け等）

　根上窓口センター(旧根上社会福祉センター）の老朽化に伴い、施設改修工事を実施し、建設予定の
根上中央児童館（隣接）との一体化を図る

その他 一般財源

10,800千円

予算区分 1款　議会貹

予 算 額 10,800千円
政務活動貹

　市政の誯題及び市民の意思を把握し、市政に反映させる活動その他住民福祉の増進を図るために
必要な活動（政務活動）に役立てる

10,800千円

国庨支出金 県支出金 地方債
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第７章　行財政改革の推進による効率的かつ健全なまちづくり

【健全な財政運営】

（担当誯：総務部財政誯）

■事業説明

財務書類4表
・貸借対照表
・行政コスト計算書
・純資産変動計算書
・資金収支計算書

■主な経貹
負担金

■財源内訳

（担当誯：総務部納税誯）

■事業説明

■主な経貹
嘱託賃金
指導員報償貹
公売申立手数料
負担金 タイヤロック

■財源内訳

地方債 その他

300千円

3,988千円

一般財源

1,200千円

予算区分 2款　総務貹
滞納整理適正化事業

1,879千円

3,988千円

500千円

749千円

予算区分 2款　総務貹

予 算 額 749千円
財務諸表作成業務

国庨支出金 県支出金

　多面的な現状分析が可能となるとともに、貹用対効果を意識した行財政運営を推進するため、総務
省方式改訂モデルにより財務書類4表を作成、分析をおこなう

地方債 その他国庨支出金 県支出金

573千円

　長期滞納事案の解決と新規滞納者の防止に努めるため、滞納整理指導員及び嘱託職員の採用、公
売の実施並びに継続して「南加賀地区滞納整理機構」に参加し、公平な徴収に対する納税者の信頼を
確保する

予 算 額

一般財源
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第７章　行財政改革の推進による効率的かつ健全なまちづくり

【行政サービスの向上】

（担当誯：総務部総務誯）

■事業説明

■主な経貹
業務委託料

話す技術トレーニング研修の様子

■財源内訳

（担当誯：総務部納税誯）

■事業説明

■主な経貹
業務委託料

24時間納付が可能に！

■財源内訳

35,160千円

　市役所や金融機関での窓口納付及び口座振替納付よる納税方法に加え、平成27年度からコンビニ
エンスストアーでの納付が可能となるサービス導入に向けての環境整備をおこない、納税者の納付の利
便性向上を図る

国庨支出金 県支出金 地方債 一般財源

コンビニ収納等納付環境整備事業
予算区分 2款　総務貹

予 算 額 35,160千円

一般財源

その他

35,160千円

予算区分

国庨支出金 県支出金 地方債 その他

1,250千円

2款　総務貹

予 算 額 1,250千円
人材育成研修貹

1,250千円

　仕事のレベルアップと職員の成長を促す人事評価者の養成と職員の協働力を高めるため、外部講師
を招聘し、集団研修を実施する
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第７章　行財政改革の推進による効率的かつ健全なまちづくり

【情報社会・ユビキタス社会への対応】

（担当誯：議会事務局議事調査誯）

■事業説明

■主な経貹
委託料

■財源内訳
一般財源

1,570千円

その他

予算区分 1款　議会貹

予 算 額 1,570千円

　市民に開かれた議会を目指し、ケーブルテレビ及びインターネットで定例会の審議内容を解説した番
組や本会議を放映することにより、市民に議会活動への理解を深め関心度を高めてもらい、さらなる議
会活性化に繋げる

1,570千円

議会活性化事業

国庨支出金 県支出金 地方債
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第８章　市民が主役の自立型まちづくり

８－１　協働型まちづくりの推進

８－２　地域コミュニティ活動の支援

８－３　男女共同参画社会づくりの推進

予算額計 51,882千円
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第８章　市民が主役の自立型まちづくり

【協働型まちづくりの推進】

（担当課：市民生活部地域振興課）

■事業説明

・まちづくりアドバイザー・協働コーディネーターを派遣し、市民団体活動への助言、サポート
・協働型まちづくり連絡会を設置し、協働型まちづくりガイドラインの見直しと情報交流

■主な経費
市民活動相談員謝金
協働型まちづくり連絡会委員謝金

職員研修旅費、負担金
消耗品費

出会いと気付きの場づくり「まちづくりカフェ」

■財源内訳

（担当課：市民生活部地域振興課）
■事業説明

　・ＮＰＯ法人設立補助金
ＮＰＯ法人を設立する団体の費用の一部を補助
（上限10万円、1団体1回限り）

　・地域課題解決型のまちづくり活動への支援（補助金）
地域協働体部門 補助金限度額 800千円、補助率 4/5以内
コミュニティ部門 補助金限度額　 60千円、補助率 3/5以内
まちおこし部門 補助金限度額 150千円、補助率 3/5以内

■主な経費
審査会委員謝金
地域活性化(市民活動支援)補助金

■財源内訳

2款　総務費

一般財源

2款　総務費

予 算 額 603千円
協働まちづくり推進事業

国庫支出金 地方債 その他

85千円

県支出金

360千円

その他 一般財源

2,900千円

予算区分

90千円

40千円

　多様な地域の担い手が連携して地域課題の解決を進める活動に対して支援を行い、地域課題を解
決するための自立型コミュニティを構築する

2,982千円

予算区分

　市民や団体、企業、行政など地域に関わる多様な主体が、「できることを、できる範囲で、共通の目標
に向けて互いに連携協力する」協働（補完し合う）まちづくりを推進する

国庫支出金 県支出金 地方債

2,982千円
地域力創出支援事業

603千円

予 算 額

80千円

狭義の協働 
の領域 

地域力創出支援事業 
の領域 

広義の協働の領域 

  Ａ       Ｂ       Ｃ       Ｄ      Ｅ 
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第８章　市民が主役の自立型まちづくり

【協働型まちづくりの推進】

（担当誯：市民生活部地域振興誯）

■事業説明

　・協働型まちづくり情報の収集・発信
　・協働に携わる市民・行政のネットワーク構築
　・協働型まちづくりに関する相談、調整
　・各種団体への事務機器、打合せスペース等の貸出

■主な経貹
臨時職員賃金
施設光熱水貹、通信貹等
夜間警備委託料
ホームページ更新委託料
施設運営管理委託料(夜間)

■財源内訳

まちづくり登録団体の活動を紹介する「のみにこＨＰ」

　協働によるまちづくりを推進するための人・情
報の交流拠点として運営する

1,402千円
825千円
162千円
314千円

地方債 その他 一般財源国庨支出金 県支出金

予算区分 2款　総務貹

予 算 額 2,937千円
まちづくりセンター運営貹

234千円

2,937千円
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■能美市役所各誯（室）連絡先一覧

・能美市役所 〒923-1297　石川県能美市来丸町1110番地

電 話 ： 0761-58-1111（代表）

ＦＡＸ ： 0761-58-2290（代表）

・寺井分室 〒923-1198　石川県能美市寺井町た35番地（旧寺井庁舎跡地）

・根上分室 〒929-0192　石川県能美市大成町ヌ118番地（根上総合文化会館内）

・根上窓口センター 〒929-0123　石川県能美市中町子86番地（旧根上社会福祉センター内）

・寺井窓口センター 〒923-1121　石川県能美市寺井町ヨ47番地（寺井地区公民館内）

部名 電話 FAX 場　　　　所

総務誯 58-2200 58-2290 能美市役所　南棟２階

防災対策室 58-2201 58-2290 能美市役所　南棟２階

財政誯 58-2203 58-2290 能美市役所　南棟２階

行財政改革推進室 58-2204 58-2290 能美市役所　南棟２階

管財誯 58-2205 58-2290 能美市役所　南棟２階

税務誯 58-2206 58-2292 能美市役所　北棟２階

納税誯 58-2207 58-2292 能美市役所　北棟２階

窓口誯／根上窓口センター 58-2215 55-4113 根上窓口センター　１階

窓口誯／寺井窓口センター 58-2216 58-2299 寺井地区公民館　１階

企画振興誯 58-2210 58-2291 能美市役所　北棟２階

観光交流誯 58-2211 58-2291 能美市役所　北棟２階

地域振興誯 58-2212 58-2291 能美市役所　北棟２階

市民誯 58-2213 58-2293 能美市役所　北棟１階

市民相談室 58-2214 58-2293 能美市役所　北棟１階

環境生活誯 58-2217 58-2292 能美市役所　北棟２階

福祉誯 58-2230 58-2294 能美市役所　北棟１階

福祉総合支援センター 58-2231 58-2294 能美市役所　北棟１階

子育て支援誯 58-2232 58-2293 能美市役所　北棟１階

介護長寿誯 58-2233 58-2292 能美市役所　北棟２階

高齢者支援センター 58-2234 58-4408 能美市健康福祉センター　サンテ　２階

健康推進誯 58-2235 58-6897 能美市健康福祉センター　サンテ　１階

保険年金誯 58-2236 58-2293 能美市役所　北棟１階

市民生活部

誯(室)名

健康福祉部

総務部
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部名 電話 FAX 場　　　　所

58-2250 58-2298 寺井分室　２階

58-2251 58-2298 寺井分室　２階

58-2252 58-2297 寺井分室　３階

58-2254 58-2297 寺井分室　３階

58-2255 58-2297 寺井分室　３階

58-2256 58-2297 寺井分室　３階

58-2260 58-2296 寺井分室　１階

58-2261 58-2296 寺井分室　１階

会計誯 58-2225 58-2293 能美市役所　北棟１階

教育総務誯 58-2270 55-8530 根上分室　２階

学校教育誯 58-2271 55-8530 根上分室　２階

生涯学習誯 58-2272 55-8555 根上分室　１階

スポーツ誯 58-2273 55-8555 根上分室　１階

能美市立病院 総務誯 55-0560 55-0815 能美市立病院　１階

議会事務局 議事調査誯 58-2240 58-2295 能美市役所　北棟３階

監査委員事務局 58-2245 58-2291 能美市役所　北棟２階

◆その他の所在地

・能美市健康福祉センター　サンテ 〒923-1121　石川県能美市寺井町ぬ４8番地

・国民健康保険能美市立病院 〒929-0122　石川県能美市大浜町ノ85番地

商工誯

企業誘致推進室

農政誯

上下水道料金誯

上下水道建設誯

教育委員会

誯(室)名

産業建設部

土木誯

建築住宅室

都市計画誯
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平成 26 年度能美市予算のあらまし  

平成 26年 4 月発行 

能美市総務部財政課 

〒923-1297 石川県能美市来丸町 1110 番地 

TEL 0761-58-2203 FAX 0761-58-2290 
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